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研修会（１）

老人クラブの補助金について

熊本県高齢者支援課

主任主事 恵濃 明日希

〔メモ〕

補助事業の目的・体系・種類

１．老人クラブに対する補助

２．市町村老人クラブ連合会の活動促進に対する補助

３．市町村老人クラブ連合会が行う健康づくり事業

研修会（２）

会員増強運動について(事例発表）

玉名市老人クラブ連合会糠峯峰寿会

会長 坂本 虎司

〔メモ〕

１．地区の概況について

２．糠峯峰寿会について

３．会員増強のポイントについて

①

②

③

４．今後の取組みについて
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研修会（２）

会員増強運動について(事例発表）

玉名市老人クラブ連合会糠峯峰寿会

会長 坂本 虎司

〔メモ〕

１．地区の概況について

２．糠峯峰寿会について

３．会員増強のポイントについて

①

②

③

４．今後の取組みについて
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 研修会（４）  

 

地域包括ケアシステムの推進について 

熊本県健康福祉部長寿社会局 

認知症対策・地域ケア推進課 

 課長補佐 松尾 亮爾 

 

 

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年に向けて、高齢者人口は増加し、総人口

は減少していきます。県内においても、市町村によって地域差がありますが、都市部

では高齢者人口は急増し、町村部では、高齢者人口も７５歳人口も減少していく市町

村があります。一方で生産年齢人口は大きく減少していきます。医療や介護の専門職

人材の不足が懸念されるところです。超高齢社会を少なくなる担い手で総力をあげて

支えていく必要があります。 

また、認知症高齢者が増加し、高齢者独居世帯が増加していきます。生活支援のニ

ーズが高まりますし、在宅医療を展開するうえでも、日頃の在宅での生活をいかにさ

さえていくかは重要な視点となります。また、年間死亡者数が増加し、人生の最終段

階における医療など大きな政策課題となります。 

 

本県では、地域包括ケアシステムの構築に向けて、これまでも様々な取組みを進め

てきましたが、要介護認定率は下がらないという現状があります。県では、高齢者の

幸福量の最大化のための自立支援を強化し、自立した生活を送ることができる高齢者

が増え、結果として要介護認定率が低下していくような取組みを進めていきたいと考

えています。その手法としては、地域ケア会議を活用した自立支援型ケアマネジメン

トの推進や介護予防の取組みです。 

 

特に介護予防につきましては、介護予防に関する住民運営の通いの場づくりが求め

られています。通いの場のコンセプトとして示されていますのは、「市町村の全域で、

高齢者が容易に通える範囲に通いの場を住民主体で展開」、「住民自身の積極的な参加

と運営による自律的な拡大を目指す」、「後期高齢者・要支援者でも行えるレベルの体

操などを実施」、「体操などは週１回以上の実施を原則」といったことです。県内には

既に６００カ所を超える通いの場があります。こうした通いの場が高齢者の皆様方の

身近な地域に広がっていくよう、引き続き市町村や地域包括支援センターと連携しな

がら取り組んでまいります。 

 

介護予防・日常生活支援総合事業への、要支援者に対する訪問介護や通所介護の移

行については、平成２９年４月に全市町村で完了いたしました。現在、市町村におい

てはサービスの多様化に向けて取組みが進められています。総合事業をはじめ、イン

フォーマルなサービスも含めて多様なサービスで高齢者の状況に応じて支援ができ
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るような取組みが求められています。県老人クラブ連合会においても様々な取組みが

展開されています。引き続き、高齢者を地域で支える取組みを推進いただきますよう

お願いいたします。 

 

また、今後高齢者人口の増加や医療機能の分化と連携により、訪問診療の受療者が

増加することが見込まれ、在宅医療の充実が求められています。在宅医療の定義は、

病院や診療所以外で提供される医療ということになります。在宅医療に求められる機

能としては、①退院支援、②日常の療養支援、③急変時の対応、④看取りです。これ

らはいずれも多様な関係機関や多様な専門職の連携のもと、進めていく必要があるも

のです。訪問診療を受診されている方は、訪問看護はもとより、訪問介護や通所介護、

通所リハなど介護保険サービス等も併せて併用されている方も多く、在宅医療につい

ては、介護サービスの提供や日常生活を支える視点も重要となります。また、地域住

民の皆様の理解のもと進めていく必要があります。平成３０年３月には、県老人クラ

ブ連合会もメンバーとなっていただき、２９の団体による「熊本県在宅医療連合会」

が設立されました。県としては、連合会の場も生かし、多様な関係団体、専門職と連

携しながら在宅医療の充実策を展開してまいります。 

 

現場では解決が困難、関係団体だけでも解決が難しい、市町村でも難しいことに対

して、連携をとり、相互作用により解決していくといった役割が、県には求められて

いると考えています。県としましては、県老人クラブ連合会をはじめ地域包括ケアシ

ステムの構築に重要な役割を持つ関係団体との連携により、よりよいシステム構築に

つながっていくよう、事業を展開してまいります。 
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事 務 連 絡 等
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      平成３０年度  重点事業について 

 

Ⅰ 運動の基本方針 

    日本の総人口が減少傾向に転じる中、国立社会保障・人口問題研究所の推 

計によれば、65 歳以上人口は 2020 年には 3,600 万人に達すると推計さ

れています。この人口の増加傾向は今後さらに続き、2035 年頃には 3700

万人を超え、総人口の 33.4％、約 3 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者になる

と推計されています。 

  このような状況のなか、老人クラブではこれまで、様々な課題を抱えつつ

も、「健康・友愛・奉仕」という３本の旗印のもと、「健康づくり・介護予

防活動」に取り組み、高齢者全体にその活動の輪を広げるとともに、閉じこ

もりや孤立を防ぐ「友愛活動」、地域の安全・安心を守る「子どもの見守り」

や「消費者被害防止」の活動などを行い、地域の安全と安心に貢献して参り

ました。 

  一方、老人クラブの会員数は平成 10 年頃をピークに減少に転じ、高齢者

が増加しているにもかかわらず老人クラブ会員数は減少しているという状況

にあります。 

  そこで県老連としては、全国の老人クラブと足並みを揃えて平成 26 年度

から、会員が一丸となって 5 カ年の会員増強運動に取り組んでおり、今年度

は最終年度を迎えますが、一昨年発生した熊本地震の影響もあり、現在に至

るまで思うような成果は挙がっていないのが現状です。 

しかしながら、昨年７月には永年の念願であった熊本市老連の再加入によ

り、組織はより強化されました。１１万人会員のお一人おひとりが共に手を

携えて引き続き増強運動に向けて積極的に取り組んでいただきますようお願

いするものです。 

  熊本にとり、地震からの創造的復興という課題に直面しているなかに、高

齢者を取り巻く環境は、医療・介護・年金の何れをとっても厳しさを増して

いる状況にあり、なかでも介護保険法制度の改正により昨年度からすべての

市町村が新しい介護予防・日常生活支援総合事業の取り組みも進んでおり、

同事業における老人クラブの役割にも期待感が増しております。 

  このような状況に鑑みて、私達老人クラブは、誰でも「参加してみたい」

と思えるような魅力ある老人クラブ活動づくりに取り組むとともに、行政や

社協を始め関係団体と連携し、今までに取り組んできた活動実績に裏打ちさ

れた、私たちの強みである組織力を生かして、地域の安全・安心づくりに会

員一丸となって行動して参ります。 

 

   公益事業の４つの柱 

   １ 健康づくり・介護予防活動の推進 

   ２ 地域支え合い活動の推進 

   ３ 活動活性化に向けた取り組み 

   ４ 熊本地震被災者支援及び復興活動の推進 
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Ⅱ 公益事業 

 １ 健康づくり・介護予防活動の推進（公１） 

   健康で自立した生活を送るためには、健康寿命を保つことが大切です。 

  自らの健康管理や生活習慣に気を配りながら、心の健康づくりや体の健 

  康づくりに取り組むことで介護予防にも大きく貢献します。 

 

  （１）高齢者の体力測定普及活動の推進 

     高齢者の体力測定は、「自らの体力を知り、自分にあった適切な運 

    動を生活の中に取り入れていく」ことで自立できる体力を維持しよう 

    とするものです。本年度も事業として幾つかの老連に取り組んでいた 

    だき事業の普及拡大を図ります。 

 

  （２）健康ウォーキング支援事業の推進 

     健康ウォ－キングの正しい理解のために講習会・実技研修を行い、 

    幾つかの市町村老連を指定して取り組みをお願いし、県内各地で取り 

    組みが展開できるように進めて行きます。 

 

  （３）健康づくり指導者育成事業 

     健康づくりの取り組みに関して専門家の意見を聴くほか、講演会や 

    ブロック別研修会を開催し意見の交換及び活動の普及を図ります。 

①  健康・生きがいづくり支援事業推進委員会 

②  ブロック別「健康づくり講演会」 

③  健康づくりリーダー等研修会 

 

 ２ 地域支え合い活動の推進（公２） 

  （１）在宅福祉を支える友愛活動の推進 

     元気な高齢者が地域の一人暮らしや寝たきりの高齢者等の家庭を訪 

    問し、話し相手や簡単な生活支援等の活動を実践するシルバーヘルパ 

    ー養成及び２年の実務経験者を対象にしたシルバーヘルパー指導者養 

    成に取り組むとともに、活動の広がりを図って行きます。 

   

【地域支え合い活動に関する県老連から市町村老連への取り組みの呼びかけ】 

   Ａ 地域の安全・安心の取り組み 

①  地域の子ども見守り活動 

      県内各地で取り組まれている登下校時の見守りパトロールの継続 

     と空白地域の減少に努めて参ります。 

②  防犯・消費者被害・振り込め詐欺等 

      振り込め詐欺に代表されるように高齢者を狙った悪質業者の被害 

     に遭わないように行政（消費生活センター）や警察との情報の共有 

     や講習会開催などの安全対策に取り組みます。 
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③  災害等緊急時の対応 

      自治会や町内会といった団体との連携の中で、高齢者や社会的弱 

     者への災害緊急時の連絡や避難体制について、可能なところから検 

     討を進めます。 

   Ｂ  社会奉仕の日の取り組み 

      「老人の日・老人週間」は、９月１５日～９月２１日の期間、国

民に老人福祉についての関心と理解を深めると共に、老人に対し自

らの生活の向上に努める意欲を促すために制定された記念日です。 

期間中の９月２０日を老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」とし

て制定し、環境美化活動等に取り組みます。 

 

 ３ 活動活性化に向けた取り組み（公３） 

  （１）広報活動 

    ① 広報委員会の開催と年２回の「県老連だより」の刊行 

    ② 元気老人クラブ活動広報推進事業 

      県からの補助を受け、研修会の開催や事例を通じて活発・先進的 

     な活動を行っている老人クラブを、他の老人クラブ等に紹介。 

      また、会員加入増強運動推進委員会を開催し、未加入者が入りた

くなるような魅力ある老人クラブづくりを進め、会員加入の促進と

ひいては老人クラブ全体の活性化を図って行きます。 

 

   （２）単位老人クラブ調査事業 

     単位老人クラブの組織実態について調査し、地域活動の基礎資料を 

    作成します。 

  

  （３）老人クラブ大会及び各種表彰の実施 

    ① 第３４回熊本県老人クラブ大会の開催 

    ② 老人クラブの育成発展に功績のあった個人及び団体の表彰 

③  高齢者への寿詞贈呈 

④  赤い羽根歳末助け合い運動への協力 

 

  （４）老人クラブリーダーの育成等 

    ① 単位老人クラブ新任会長及び女性リーダー研修会 

            新任の単位老人クラブ会長や女性リーダーが組織や事業を運営 

     していく上で必要な知識や情報について研修を行います。 
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 【活動活性化に関する県老連から市町村老連への取り組みの呼びかけ】 

    Ａ 行政や団体との連携強化の推進 

①  市町村行政と定期的な協議の機会設定 

      市町村行政との「定期的な協議の場」を設けることで、老人ク 

     ラブ活動予算の協議や高齢者福祉行政と老人クラブ活動の調整を図 

     るとともに行政との連携に取り組んでいきます。 

②  地域ネットワークへの積極的な参加 

            地域の中で安心・安全に暮らしていくために、市町村社協や自治

会をはじめ地域にあるネットワークと連携を取りながら活動に参加

していくことが必要です。 

 

４ 被災者支援及び復興活動の推進（公４） 

地震等災害時において、被災者支援や震災復興に向けた活動については

公益の原点とされていることから、今回の熊本地震を契機に、災害時にお

いて被災者支援及び復興を目的とする活動に取り組むなど、速やかな対応

を行います。 

 

（１）被災者支援及び震災復興関連事業 

   被災市町村老連が行う震災復興関連事業並びに非被災市町村老連が

行う被災市町村老連復興支援事業に対して支援を行うとともに、震災発

生後まる２年を迎える今年に、復興祈念事業を行います。 

   また、熊本地震の記録や貴重な体験を子々孫々に伝えるべく、必要な

体験談や資料並びにデータ等の取材・収集を行ったうえで地震災害報告

書の作製を行います。 

 

Ⅲ 収益事業 

 １ 指定旅館・ホテル等及び図書斡旋（収１） 

    （１）指定旅館・ホテル等（収入） 

     会員の研修や旅行等福利厚生に資するため、県老連指定制度を設け、

安心して活用できる場（旅館・ホテル等）を提供する趣旨で実施して

おり、旅館・ホテル等からの申し出を受け、理事会等に諮り指定旅館

・ホテル等として指定します。 

     また、指定旅館・ホテル等の案内を作成して各単老に配布し、老人

クラブ名簿や年２回発行の県老連だよりに掲載して会員への周知をは

かります。 

  （２）図書斡旋収入 

     老人クラブ活動日誌や老人クラブ会計簿などを会員に斡旋し、その

活用により老人クラブ活動の円滑な運営を図ります。 
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 ２ 保険広告（収２） 

  （１）保険広告料収入 

     全老連が実施する傷害保険・賠償責任保険について、機関紙である

「県老連だより」をはじめ、研修会・講習会等資料に広告を掲載して

宣伝を行い、広告料収入を得ます。   

 

 ３ 共益（他１） 

  （１）郡・市町村老連事務担当者研修会 

          市町村老連事務局長や担当者を集め、高齢者福祉制度や県老連事業

の活動方針の説明並びに事務連絡及び意見交換を行うことにより、情

報を共有し活動の活性化を図ります。 

 

Ⅳ 会議及び研修会 

 １ 役員会等の開催 

  （１）正副会長会議 

  （２）理事会 

  （３）総会 

  （４）監査 

  （５）活動積立金管理運営委員会 

  （６）女性委員会 

  （７）友愛活動活性化委員会 

 

 ２ 全国及び九州ブロック会議及び研修会等 

  （１）第３１回全国健康福祉祭とやま大会（富山県） 

  （２）第４７回全国老人クラブ大会（沖縄県） 

  （３）全国老人クラブ連合会理事会・評議員会（東京都） 

  （４）都道府県・指定都市老連会長会議（東京都） 

  （５）都道府県・指定都市老連事務局長会議（東京都） 

  （６）都道府県・指定都市老連女性リーダーセミナー（東京都）    

  （７）都道府県・指定都市老連女性代表者会議（東京都）  

（８）第２４回在宅福祉を支える友愛活動セミナー（東京都） 

（９）九州ブロック老人クラブリーダー研修会（鹿児島県）          

  （10）九州各県・指定都市老人クラブ連合会連絡協議会（北九州市）  

  （11）九州各県・指定都市老連事務局長会議（北九州市） 
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熊本地震復興祈念事業の開催について 

１ 趣旨 

  平成２８年４月に発生した熊本地震災害については、全国の会員から寄せ

られた励ましの言葉やご支援を心の支えとしてその復興に向けて県老連１１

万人会員が一丸となって「健康、友愛、奉仕」の三大綱領を掲げ、会員を始め

とする高齢者が元気を取り戻せるように友愛訪問や健康づくり活動等の老人

クラブ活動に取り組んでいるところ。 

一方、震災発生後２年が経過し、行政サイドで道路・橋梁、鉄道等のインフ

ラの復旧が進み、また公共施設、住宅並びに各種生活利便施設等の生活環境の

改善に後押しされて日常生活は徐々に回復しつつある。 

そこで、県老連としても、公益目的事業４にいう「被災者支援及び震災復興

関連事業」の一環として、老人クラブ会員を始めとする高齢者が一同に集い、

熊本地震からの復興に向けて会員が皆で力を合わせて元気で生き生きと取り

組んで行くことを確認し合うとともに、老人クラブ活動を通じて地域の絆づく

りが深まり、ひいてはコミュニティ活動がより一層活発化するよう祈念し、こ

の事業を開催することとする。 

なお、本事業は、熊本地震災害からの復興祈念という性格を有することから

会員一丸となって熊本地震災害復興に取り組む姿勢を示す意味で、県老連大会

と同時開催することとする。 

 

２ 主催 

  公益社団法人熊本県老人クラブ連合会 

 

３ 日時 

  平成３０年１０月１７日（水） 午前１０時３０分～午後３時３０分 

 

４ 会場 

  「熊本県立劇場 演劇ホール」 

    〒862-0971 熊本市中央区大江 2 丁目 7 番 1 号 

TEL : 096-363-2233  FAX : 096-371-5246 

 

５ 出席者 

  各市町村老人クラブ連合会会員等 ８00 名程度 
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６ 内容 

   

〔午前の部〕                  １０：3０ ～ １１：４５  

「第３４回熊本県老人クラブ大会」 

（１） 開会 

（２） 国歌斉唱 

（３） 挨拶 熊本県老人クラブ連合会 会長 松田 正邦 

（４） 老人クラブ育成功労者等表彰 

（５） 来賓祝辞 

（６） 宣言決議 

（７） 閉会（大会閉会のことば、万歳三唱） 

 

        ～  休憩（昼食） ～           １１：４５  ～  １３：１５ 

 

〔午後の部〕 

  「オープニングコンサート」                 １３：１５ ～ １３：４５ 

     出演（予定）  

そが みまこ ＆ プチＤＯＹＯ組 

                                    

  「復興祈念寄席」               １３：４５  ～  １５：３０ 

（１）開会                          

（２）挨拶 熊本県老人クラブ連合会 会長 松田 正邦 

（３）寄席                        

出演（予定） 

  三遊亭 小遊三 （ＴＶ番組「笑点」大喜利メンバー）  

     三遊亭 好太郎 （大津町出身） 

                         ほか 

（４）お礼 

（５）閉会  
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別紙Ａ

１ シルバーヘルパー養成講習会実施要領

１ 講習会の実施期間
原則として、６月から９月までの間に実施する。

ただし、やむを得ない事情で実施期間内に対応できない老連がある場合は、

県老連は当該老連と協議のうえ実施期間外に実施することができる。

２ 講習会の設定
（１） 市又は郡単位老連で実施 （原則）

（２） 複数町村老連単位で実施 （特例）

※（３） １町村老連での単独実施 （特例）

（注）※（３）については、受講者数や交通事情等などで（１）又は（２）での受講が

困難な場合とする。

３ 講習会日程の決定について
講習会日程については、講師の都合や他の行事等との調整を要する場

合があるので、次により決定すること。

（１） 市又は郡老連単位で実施の場合は、当該市又は郡老連は事前に県老連と

協議のうえ決定する。

（２） 複数町村老連単位で実施の場合は、幹事老連は県老連と協議のうえ決定

する。

（３） １町村老連単独で実施の場合は、郡老連等の行事日程に留意し、県老連

と協議のうえ決定する。

４ 養成講習科目及び時間
(１日目：講義、２日目：実技)

ア 講義内容（５時間程度）

・シルバーヘルパー活動推進事業について

・シルバーヘルパーの心構えについて

・老人福祉制度（在宅福祉サービスなど）について

・高齢者の介護方法と応急処置について

・認知症予防及び認知症高齢者のケアについて

イ 実技内容（２時間程度）

・老人福祉施設などで入所者を対象に、対応の訓練を行う。

・社会福祉協議会職員、民生児童委員、ホームヘルパー、保健師

等関係機関職員との交流会を開催し、実践活動時のケア体制の

仕組みを身につける。

なお、実技については受講生の所属する市町村老連において実施日を定

めて実施するものとする。
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５ 講師について
（１）講習科目の講師は原則として当該科目の関係機関の担当者に依頼する。

ただし、「シルバーヘルパーの心構えについて」の講師はシルバーヘルパー

指導者に依頼できるものとする。

なお、「シルバーヘルパー活動推進事業について」の講師は、原則として県

老連事務局職員が対応するものとする。

（２）講師の依頼については、市・郡老連単位で実施の場合は当該市・郡老連、複

数町村老連単位で実施の場合は幹事老連、１町村老連単独で実施の場合は

当該老連において、それぞれ事前に交渉し内諾を得るものとする。

（３）講師の旅費及び謝金は県老連において支払う。

６ 講習会日程表の提出
（１）日程が決定した市・郡老連又は幹事老連若しくは１町村単独老連は、内諾を

得た講師の所属、職名、氏名を別紙１の日程表に記入のうえ、開催日前２０日ま

でに県老連へ提出するものとする。

（２）県老連は、日程表に基づき当該講師の所属長あてに講師派遣依頼を行う。

７ 講習会終了後の市町村老連の事務処理
県老連から、受講者の所属老連に修了証、登録証、バッジを送付するので、

講座修了者に交付し、別紙２「平成３０年度シルバーヘルパー登録者名簿」に

所定事項を記入のうえ県老連へ提出することとする。

なお、非会員の受講者については、老人クラブ会員となり次第、シルバーヘ

ルパー登録証、バッジを交付するものとする。

８ 友愛訪問活動関係資料の配布
講習会当日に関係資料を配布することとする。
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(別紙１） シルバーヘルパー養成講習会日程表
老連名

年 会

月 時 間 講 習 科 目

日 場

９時３０分 開 講 式

９時３５分 【シルバーヘルパー活動推進事業について】

～

平 １０時３５分 講師 熊本県老人クラブ連合会

成 １０時４０分 【シルバーヘルパーの心構えについて】

３０ ～

年 １１時４０分 講師

１１時４０分

月 ～ 昼 食

１２時３０分

１２時３０分 【老人福祉制度（在宅福祉サービスなど）について】

日 ～

１３時３０分 講師

１３時３５分 【高齢者の介護方法と応急処置について】

～

曜 １４時３５分 講師

日 １４時４０分 【認知症予防及び認知症高齢者のケアについて】

～

１５時４０分 講師

１０時００分 【老人福祉施設などで入所者への対応の訓練】

月 ～

１１時００分

日 １１時００分 【社協職員、民生委員、ホームヘルパー、保健師等関係機関職員との

～ 交流会（実践活動時のケア体制の仕組みなどをテーマとした懇談会）】

曜 １２時００分

※日程表の時間割(開始時間、1講義あたりの若干の時間短縮、講義の順番)は、各

老連の都合で変更可。

新人受講 市 町 村

希望者数 老 連 名

人 数

指 導 者 ・ 市 町 村

役員等 老 連 名

人 数

合 計 人 数
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（別紙２） （老連名 ）

平成３０年度シルバーヘルパー登録者名簿 （会員のみ）

番号 氏 名 年齢 性別 住 所

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

備考 １ 実技講習実施年月日 平成 年 月 日

２ 実技講習実施場所

３ 修了証交付者数①「（非会員含む） 名 男性 名、女性 名

（うち非会員数②） 名 男性 名、女性 名

４ 登録証交付者数③＝①―② 名 男性 名、女性 名

※修了者交付名簿を使用する場合は、非会員を横線で見え消ししてください。
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別紙Ｂ

シルバーヘルパー指導者養成講習会実施要領

１ 主 催

公益社団法人 熊本県老人クラブ連合会

２ 養成講習会の日程及び講習内容

（１）講習会日程

原則として、県内を４ブロックに分けて別紙１「平成３０年度シルバー

ヘルパー指導者養成講習日程表」に基づき実施する。

ただし、実技等の講習日時及び会場は、受講者の所属老連の定め

るところによる。

（２）講習内容

別紙２「平成３０年度シルバーヘルパー指導者養成講習内容」

のとおり。

３ 事務処理

（１）市町村老人クラブ連合会

ア 市町村老連は、養成講習会の周知を図るとともに、受講希望者を

募り、別紙様式１の「平成３０年度シルバーヘルパー指導者養成講

習受講希望者名簿」を作成し、１０月１日(月)までに県老連に提出

するものとする。

イ 講習会終了後は、別紙様式２「平成３０年度シルバーヘルパー指

導者登録者名簿（養成講座修了者名簿）」を作成し、県老連へ提出

するものとする。

ウ 県老連から送付された修了証書に講座修了者の氏名及び交付年

月日を記入し本人へ交付するものとする。

（２）県老人クラブ連合会

市町村老人クラブ連合会から提出された「シルバーヘルパー指導者

登録者名簿（養成講座修了者名簿）」に基づき、当該市町村老連に修

了証を送付するものとする。
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別紙様式１

平成３０年度 シルバーヘルパー指導者

養 成 講 習 受 講 希 望 者 名 簿

（ 老人クラブ連合会）

番号 氏 名 年齢 性別 番号 氏 名 年齢 性別

※ 事務局又はオブザーバーで出席の場合は、下記に記入して下さい。

職 名 氏 名 備 考

１０月１日（月）までに送付して下さい。（ＦＡＸ可）

熊本県老人クラブ連合会

事務局 桂

℡:096-324-2134

fax:096-351-8029

mai:kumamon-kumaro36@

aroma.ocn.ne.jp
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別紙様式２

平成３０年度シルバーヘルパー指導者登録者名簿

（ 養 成 講 習 修 了 者 名 簿 ）

平成 年 月 日修了証交付（ 老人クラブ連合会）

番号 氏 名 年齢 性別 住 所

備 考

実技講習実施年月日 平成 年 月 日

実技講習場所
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別紙C

友 愛 訪 問 活 動 実 施 要 領
（ く ら し を 支 え る 笑顔 の訪問 ）

１．事業主体
公益社団法人 熊本県老人クラブ連合会

２．事業実施主体
市町村老人クラブ連合会
（１）地区、校区老人クラブ連合会
（２）単位老人クラブ

３．シルバーヘルパー
シルバーヘルパーは、おおむね６０歳以上の者で県老連の実施するシルバーヘル

パー養成講習会修了者とする。

４．支援内容
（１）話相手 生活や身上に関する相談、助言、老人クラブ活動

等へのお誘い、市役所・役場等の情報提供
（２）在宅福祉等についての情報提供 ディサービス、ショートステイ

等・その他の情報提供
（３）家事援助 住居の掃除・整理等、炊事・洗濯の援助、買い物

等の手伝い、ゴミ出しの手伝い
（４）日常生活の移動・外出等介助援助 市役所・役場等への書類提出、

散歩等への付添、その他
（５）施設での奉仕活動 福祉施設でのボランティア、福祉施設等入所者

への訪問
（６）ふれあいサロン等のボランティア活動など

５．支援対象者
シルバーヘルパーの支援対象者は、おおむね６０歳以上のひとり暮らし高齢者や病

弱な高齢者及びその家庭など。

６．利用料
原則として利用者から徴収しない。ただし、サービス内容が労役を伴う場合や遠距

離の場合等によっては、交通費程度を目安として受け取ることができるものとする。

７．実施方法
（１）単位老人クラブ及び地区（校区）老人クラブ連合会

・訪問活動
・シルバーヘルパー相互の学習、ケース研究
・関係者との連携
・記録の保管
・その他必要な活動
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（２）市町村老人クラブ連合会
・シルバーヘルパー希望者の募集
・シルバーヘルパー、民生委員、保健師、高齢者相談員等で構成する連絡会議
の開催
・関係者との連携
・シルバーヘルパー等への相談援助
・シルバーヘルパー等のための研修会の開催
・活動実践の把握、記録の集約、活動実績の取りまとめ
・広報活動
・その他必要な活動

（３）県老人クラブ連合会
・シルバーヘルパーの養成講習会の実施
・連絡会議の開催
・活動推進資料（手引き書等）の作成
・広報活動
・その他必要な事業

８．実施上の留意点
（１）本人が何を望んでいるか、要望（ニーズ）を把握する。
（２）活動内容や頻度は、本人や家族の要望（ニーズ）、友愛活動員の状況により柔軟
に対応する。

（３）本人や家族との信頼関係を築く。また本人や家族の秘密を守る。
（４）情報（老人クラブ活動や在宅福祉サービス等）を提供する。
（５）地域において高齢者を援助する関係者（社会福祉協議会、地域包括支援センタ
ー、ホームヘルパー、民生児童委員、医師、保健師、看護師、介護福祉士、町内
会、老人福祉施設等）と連携を取り合い、関係者のネットワークづくりに参加する。

９．活動状況報告
市町村老連は、シルバーヘルパーの活動実績を別紙の活動状況表により事業実施
年度の翌年度４月１５日（月）までに県老連へ報告するものとする。

（Faxでの報告可）
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平成３０年度 ６ 月分 友愛活動報告書（A 表）(記入例)

( シ ル バ ー ヘ ル パ ー 作 成 用 )  
 
シルバー 
ヘルパー 

氏  名 

熊本 花子 
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所 
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●●●-△△△△-■■■■ 

 
 

 

 

活 
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⑥ 
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ロ 

ン 

等 
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活 

動 

 

 

6/3 

 

A ○      1 掃除がよくされている様子。 

6/3 B ○  ○    2 腰が痛いと買物を頼まれ支援 

6/5 C ○      1 いつもより元気がない様子だった。 

6/5 D ○   ○   2 １０分程度の散歩の付き添い 

6/10 E ○ ○     2 介護保険のチラシで説明 

6/10 F ○      1 いつもと変わらず話してくれた。 

6/14 G ○      1 初めて「また来てね」と言ってくれた 

6/20 サロン ○     ○ 2 奉仕活動及び対象者との話合い。 

6/20 C ○      1 サロン後、家庭訪問、笑顔で話してくれた 

6/25 ○○施設     ○  1 おむつたたみの奉仕活動 

対象者（7名）        ※受持地域では実対象者数が不明確である 

活動実日数（6日） 9件 1件 1件 1件 1件 1件 14件  

１ 活動内容は該当事項に○をつける。（複数のサービスをした場合はそれぞれの該当欄に○）   

２ 活動日数は、実日数を記入する。     （※ 同居家族は訪問対象者に含みません。） 

 

 

友愛活動報告書（A 表）の記入の仕方       
● 原則としてシルバーヘルパー毎に作成する。 

(1)当該月１か月分の活動状況を計上する。記入例では「６月」の１か月分の記入。 

(2)活動した日付を記入する。 

(3)家庭訪問をしたときに、①から④までの活動があればそれぞれに○をつける。 

(4)対象者の氏名は、A,B,C 等の記号を使ってください。ただし、後日、氏名を必要とする場合

がある時のために、自分では名前が判るようにしておく。 

(5)施設での奉仕活動：清掃や営繕（ものの修理）や庭の手入れ,踊り、楽器演奏や寸劇などの奉

仕活動をした時に○をつける。 

（ ※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上）  

(6)ふれあいサロン等（・おしゃべり、ゲーム、歌などのレクリエーションや手芸、工作などの

作品作り・軽体操等）でのボランティア活動をした時に○をつける。 

  （ ※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上）  

(7)備考欄には、活動した内容、対象者について気づいたことなどをメモ。 

(8)対象者数について：訪問地域における訪問対象者が明確な場合は対象者の実人員を計上する。

ただし、訪問対象者が不明確な場合は、記入例として、1 か月間の訪問対象者 A,B,C,D,E,F,G

の「7 名」を記載している 

(9)活動実日数：記入例では 6/3、6/5, 6/10、6/14, 6/20、6/25 に活動しているので

活動実日数は「６日」となる。 

(10)１ヶ月分の記入が終わったら、翌月（ ）日までに、友愛部長（等）へ提出 

 
● 活 動 内 容 

①. 話相手 

(1) 話相手（  ※外出中の面談は話相手に計上 ） 

(2) 生活や身の上相談 

(3) 老人クラブ活動やふれ合いサロン等へのお誘い 

(4) 市役所・役場等の情報提供 

②. 在宅福祉等についての情報提供 

(5) ディサービス、ショートステイ等・その他 

③. 家事援助 

(6) 住居の清掃・整理等 

(7) 炊事・洗濯の援助 

(8) 買い物等の手伝い 

(9) ゴミ出しの手伝い 

④. 日常生活の移動・外出等介助援助 

(10) 市役所・役場等への書類提出 

(11) 散歩・いきいきサロン等への付添 

(12) その他 

⑤. 施設での奉仕活動 

(13) 福祉施設でのボランティア 

(14) 福祉施設等入所者への訪問 

※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上 

⑥. ふれあいサロン等のボランティア活動 

※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上 
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友愛活動報告書（A 表）の記入の仕方       
● 原則としてシルバーヘルパー毎に作成する。 

(1)当該月１か月分の活動状況を計上する。記入例では「６月」の１か月分の記入。 

(2)活動した日付を記入する。 

(3)家庭訪問をしたときに、①から④までの活動があればそれぞれに○をつける。 

(4)対象者の氏名は、A,B,C 等の記号を使ってください。ただし、後日、氏名を必要とする場合

がある時のために、自分では名前が判るようにしておく。 

(5)施設での奉仕活動：清掃や営繕（ものの修理）や庭の手入れ,踊り、楽器演奏や寸劇などの奉

仕活動をした時に○をつける。 

（ ※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上）  

(6)ふれあいサロン等（・おしゃべり、ゲーム、歌などのレクリエーションや手芸、工作などの

作品作り・軽体操等）でのボランティア活動をした時に○をつける。 

  （ ※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上）  

(7)備考欄には、活動した内容、対象者について気づいたことなどをメモ。 

(8)対象者数について：訪問地域における訪問対象者が明確な場合は対象者の実人員を計上する。

ただし、訪問対象者が不明確な場合は、記入例として、1 か月間の訪問対象者 A,B,C,D,E,F,G

の「7 名」を記載している 

(9)活動実日数：記入例では 6/3、6/5, 6/10、6/14, 6/20、6/25 に活動しているので

活動実日数は「６日」となる。 

(10)１ヶ月分の記入が終わったら、翌月（ ）日までに、友愛部長（等）へ提出 

 
● 活 動 内 容 

①. 話相手 

(1) 話相手（  ※外出中の面談は話相手に計上 ） 

(2) 生活や身の上相談 

(3) 老人クラブ活動やふれ合いサロン等へのお誘い 

(4) 市役所・役場等の情報提供 

②. 在宅福祉等についての情報提供 

(5) ディサービス、ショートステイ等・その他 

③. 家事援助 

(6) 住居の清掃・整理等 

(7) 炊事・洗濯の援助 

(8) 買い物等の手伝い 

(9) ゴミ出しの手伝い 

④. 日常生活の移動・外出等介助援助 

(10) 市役所・役場等への書類提出 

(11) 散歩・いきいきサロン等への付添 

(12) その他 

⑤. 施設での奉仕活動 

(13) 福祉施設でのボランティア 

(14) 福祉施設等入所者への訪問 

※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上 

⑥. ふれあいサロン等のボランティア活動 

※ 訪問対象者との面談は、話相手にも計上 
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平成   年度    月分  友愛活動報告書（A 表） 

( シ ル バ ー ヘ ル パ ー 作 成 用 )  
 
シルバー 
ヘルパー 

氏  名 

 

 
住 

 

所 
 

 

  
 

 
電 

 
話 
 

 

 

 
 

 

 

活 

動 

を 

し 

た 

日 

 

 

 

 

 

 

 

 

  支 

  援 

  対 

  象 

  者 

  の 

     氏 

  名 

 

 

 

活 動 内 容 

 

備   考 

 

 

活動した内容、気づいたことなどの 
メモをしておいて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

家 庭 訪 問 奉仕活動件数  

 

 

 計 

 

 

 

 

 

 

 

① 

話 

相 

手 

 

 

 

 

 

 

 

②
在
宅 
福 
祉 
等 
情 
報
提
供 

 

③ 

 家 

 事 

 援 

 助 

 

 

 

 

 

 

④ 

日 

常 

生 

活 

介 

助 

等 

の 

援 

助 

⑤ 

施 

設 

で 

の 

奉 

仕 

活 

動 

 

 

⑥ 

サ 

ロ 

ン 

等 
奉 

仕 

活 

動 

 

 

 

         

          

          

          

          

          

          

          

          

          

対象者（  名）         

活動実日数（ 日） 件 件 件 件 件 件 件  

１ 活動内容は該当事項に○をつける。（複数のサービスをした場合はそれぞれの該当欄に○）   

２ 活動日数は、実日数を記入する。     （※ 同居家族は訪問対象者に含みません。） 

話相手
在宅福祉
等の情報

提供
家事援助

日常生活
の移動等
介助援助

施設での
奉仕活動

ふれあい
サロン等

活動
計

熊本市 - - - - - - - - - -

八代市 4,980 15,252 40 247 180 36 2,460 18,215 9,225 4,884

人吉市 3,522 19,098 72 188 221 143 214 19,936 8,664 13,618

荒尾市 2,265 9,895 0 21 69 0 1,091 11,076 3,242 2,431

水俣市 821 16,537 15 195 76 264 8,117 25,204 2,611 5,016

玉名市 2,193 11,007 164 602 80 133 1,441 13,427 13,790 4,052

天草市 9,476 70,556 0 4,693 3,653 2,069 5,726 86,697 54,533 30,583

山鹿市 1,476 1,025 5 56 15 10 334 1,445 905 6,030

菊池市 2,531 7,117 18 156 69 33 544 7,937 7,153 10,058

宇土市 762 1,255 0 312 139 96 0 1,802 1,302 928

上天草市 2,680 4,794 125 146 415 290 1,528 7,298 7,589 6,016

宇城市 3,150 15,864 122 753 332 321 2,188 19,580 12,130 7,867

阿蘇市 3,632 39,182 26 124 86 0 3 39,421 23,199 10,858

合志市 2,388 55,193 5 794 5,563 5,943 14,961 82,459 9,977 9,273

市計 39,876 266,775 592 8,287 10,898 9,338 38,607 334,497 154,320 111,614

美里町 913 8,194 0 74 21 0 617 8,906 4,992 4,173

下益城郡計 913 8,194 0 74 21 0 617 8,906 4,992 4,173

玉東町 720 2,075 0 0 0 141 65 2,281 1,431 712

和水町 302 639 2 29 17 4 9 700 567 2,089

南関町 278 225 7 27 52 18 116 445 88 266

長洲町 1,194 4,552 3 102 21 21 1,018 5,717 2,362 2,656

玉名郡計 2,494 7,491 12 158 90 184 1,208 9,143 4,448 5,723

大津町 296 4,189 56 871 237 112 98 5,563 5,563 704

菊陽町 458 584 19 0 69 112 419 1,203 904 3,146

菊池郡計 754 4,773 75 871 306 224 517 6,766 6,467 3,850

南小国町 44 315 0 0 9 0 0 324 177 98

小国町 777 1,307 0 84 0 0 0 1,391 1,056 1,030

産山村 347 776 0 0 0 0 310 1,086 1,086 484

高森町 710 807 0 0 0 24 38 869 690 996

南阿蘇村 447 324 0 0 0 134 182 640 640 404

西原村 1,368 11,383 0 0 0 15 942 12,340 11,383 2,160

阿蘇郡計 3,693 14,912 0 84 9 173 1,472 16,650 15,032 5,172

御船町 893 4,890 6 45 1 2 1,194 6,138 3,394 1,598

嘉島町 342 1,443 0 0 0 0 0 1,443 555 1,553

益城町 1,020 7,739 0 127 856 78 1,698 10,498 4,143 4,257

甲佐町 653 2,436 0 20 0 55 445 2,956 3,035 3,217

山都町 2,004 3,508 70 220 310 334 2,762 7,204 2,214 4,239

上益城郡計 4,912 20,016 76 412 1,167 469 6,099 28,239 13,341 14,864

氷川町 460 904 0 75 0 0 558 1,537 4,739 545

八代郡計 460 904 0 75 0 0 558 1,537 4,739 545

芦北町 1,235 472 0 0 0 214 1,794 2,480 1,390 1,570

津奈木町 197 1,302 93 88 78 23 154 1,738 1,062 946

芦北郡計 1,432 1,774 93 88 78 237 1,948 4,218 2,452 2,516

錦町 613 2,224 3 7 543 7 666 3,450 753 1,174

あさぎり町 289 2,096 0 5 13 4 64 2,182 843 633

多良木町 406 3,162 6 110 28 26 298 3,630 1,127 3,162

湯前町 463 2,076 0 3 9 9 0 2,097 740 1,850

水上村 91 154 0 0 31 1 0 186 388 187

相良村 16 56 0 0 0 0 0 56 19 100

五木村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山江村 110 114 2 2 0 0 42 160 150 114

球磨村 160 803 0 21 5 30 159 1,018 836 1,919

球磨郡計 2,148 10,685 11 148 629 77 1,229 12,779 4,856 9,139

苓北町 716 583 0 58 0 0 754 1,395 327 1,262

天草郡計 716 583 0 58 0 0 754 1,395 327 1,262

町村計 17,522 69,332 267 1,968 2,300 1,364 14,402 89,633 56,654 47,244

県　計 57,398 336,107 859 10,255 13,198 10,702 53,009 424,130 210,974 158,858

平成28年度 58,857 320,998 955 9,883 11,495 8,607 49,789 401,727 189,320 150,207

平成２９年度シルバーヘルパー活動状況　（市町村老連）

市町村
老連名

シルバー
ヘルパー
実働人員

①

活　　動　　件　　数　　　②
活　 動
実日数

③

対象者数

④
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話相手
在宅福祉
等の情報

提供
家事援助

日常生活
の移動等
介助援助

施設での
奉仕活動

ふれあい
サロン等

活動
計

熊本市 - - - - - - - - - -

八代市 4,980 15,252 40 247 180 36 2,460 18,215 9,225 4,884

人吉市 3,522 19,098 72 188 221 143 214 19,936 8,664 13,618

荒尾市 2,265 9,895 0 21 69 0 1,091 11,076 3,242 2,431

水俣市 821 16,537 15 195 76 264 8,117 25,204 2,611 5,016

玉名市 2,193 11,007 164 602 80 133 1,441 13,427 13,790 4,052

天草市 9,476 70,556 0 4,693 3,653 2,069 5,726 86,697 54,533 30,583

山鹿市 1,476 1,025 5 56 15 10 334 1,445 905 6,030

菊池市 2,531 7,117 18 156 69 33 544 7,937 7,153 10,058

宇土市 762 1,255 0 312 139 96 0 1,802 1,302 928

上天草市 2,680 4,794 125 146 415 290 1,528 7,298 7,589 6,016

宇城市 3,150 15,864 122 753 332 321 2,188 19,580 12,130 7,867

阿蘇市 3,632 39,182 26 124 86 0 3 39,421 23,199 10,858

合志市 2,388 55,193 5 794 5,563 5,943 14,961 82,459 9,977 9,273

市計 39,876 266,775 592 8,287 10,898 9,338 38,607 334,497 154,320 111,614

美里町 913 8,194 0 74 21 0 617 8,906 4,992 4,173

下益城郡計 913 8,194 0 74 21 0 617 8,906 4,992 4,173

玉東町 720 2,075 0 0 0 141 65 2,281 1,431 712

和水町 302 639 2 29 17 4 9 700 567 2,089

南関町 278 225 7 27 52 18 116 445 88 266

長洲町 1,194 4,552 3 102 21 21 1,018 5,717 2,362 2,656

玉名郡計 2,494 7,491 12 158 90 184 1,208 9,143 4,448 5,723

大津町 296 4,189 56 871 237 112 98 5,563 5,563 704

菊陽町 458 584 19 0 69 112 419 1,203 904 3,146

菊池郡計 754 4,773 75 871 306 224 517 6,766 6,467 3,850

南小国町 44 315 0 0 9 0 0 324 177 98

小国町 777 1,307 0 84 0 0 0 1,391 1,056 1,030

産山村 347 776 0 0 0 0 310 1,086 1,086 484

高森町 710 807 0 0 0 24 38 869 690 996

南阿蘇村 447 324 0 0 0 134 182 640 640 404

西原村 1,368 11,383 0 0 0 15 942 12,340 11,383 2,160

阿蘇郡計 3,693 14,912 0 84 9 173 1,472 16,650 15,032 5,172

御船町 893 4,890 6 45 1 2 1,194 6,138 3,394 1,598

嘉島町 342 1,443 0 0 0 0 0 1,443 555 1,553

益城町 1,020 7,739 0 127 856 78 1,698 10,498 4,143 4,257

甲佐町 653 2,436 0 20 0 55 445 2,956 3,035 3,217

山都町 2,004 3,508 70 220 310 334 2,762 7,204 2,214 4,239

上益城郡計 4,912 20,016 76 412 1,167 469 6,099 28,239 13,341 14,864

氷川町 460 904 0 75 0 0 558 1,537 4,739 545

八代郡計 460 904 0 75 0 0 558 1,537 4,739 545

芦北町 1,235 472 0 0 0 214 1,794 2,480 1,390 1,570

津奈木町 197 1,302 93 88 78 23 154 1,738 1,062 946

芦北郡計 1,432 1,774 93 88 78 237 1,948 4,218 2,452 2,516

錦町 613 2,224 3 7 543 7 666 3,450 753 1,174

あさぎり町 289 2,096 0 5 13 4 64 2,182 843 633

多良木町 406 3,162 6 110 28 26 298 3,630 1,127 3,162

湯前町 463 2,076 0 3 9 9 0 2,097 740 1,850

水上村 91 154 0 0 31 1 0 186 388 187

相良村 16 56 0 0 0 0 0 56 19 100

五木村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山江村 110 114 2 2 0 0 42 160 150 114

球磨村 160 803 0 21 5 30 159 1,018 836 1,919

球磨郡計 2,148 10,685 11 148 629 77 1,229 12,779 4,856 9,139

苓北町 716 583 0 58 0 0 754 1,395 327 1,262

天草郡計 716 583 0 58 0 0 754 1,395 327 1,262

町村計 17,522 69,332 267 1,968 2,300 1,364 14,402 89,633 56,654 47,244

県　計 57,398 336,107 859 10,255 13,198 10,702 53,009 424,130 210,974 158,858

平成28年度 58,857 320,998 955 9,883 11,495 8,607 49,789 401,727 189,320 150,207

平成２９年度シルバーヘルパー活動状況　（市町村老連）

市町村
老連名

シルバー
ヘルパー
実働人員

①

活　　動　　件　　数　　　②
活　 動
実日数

③

対象者数

④
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話相手
在宅福祉等
の情報提供

家事援助
日常生活の移
動等介助援助

施設での
奉仕活動

ふれあいサ
ロン等活動

計

熊本市

八代市八代 4,980 15,252 40 247 180 36 2,460 18,215 9,225 4,884
人吉市 3,522 19,098 72 188 221 143 214 19,936 8,664 13,618
荒尾市 2,265 9,895 0 21 69 0 1,091 11,076 3,242 2,431
水俣市 821 16,537 15 195 76 264 8,117 25,204 2,611 5,016
玉名市中央 1,274 7,966 157 579 64 114 976 9,856 9,856 2,285
　　　岱明 401 1,867 3 17 1 11 315 2,214 2,214 954
　　　横島 288 588 3 0 0 3 127 721 1,084 390
　　　天水 230 586 1 6 15 5 23 636 636 423
天草市本渡 4,424 34,049 0 3,236 2,980 1,282 2,505 44,052 30,692 16,020
　　　牛深 1,832 18,954 0 252 0 106 1,749 21,061 12,619 6,131
　　　有明 642 2,904 0 119 153 305 463 3,944 3,190 1,765
　　　御所浦 41 206 0 93 129 0 265 693 159 141
　　　倉岳 571 1,059 0 186 134 268 265 1,912 707 772
　　　栖本 672 5,507 0 24 12 24 227 5,794 2,854 1,626
　　　新和 644 2,444 0 16 22 12 2 2,496 829 1,156
　　　五和 409 3,042 0 347 138 48 84 3,659 2,350 2,451
　　　天草 181 1,751 0 4 5 0 86 1,846 516 320
　　　河浦 60 640 0 416 80 24 80 1,240 617 201
山鹿市山鹿 185 400 3 31 14 6 150 604 502 4,348
　　　鹿北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　菊鹿 601 189 2 9 1 4 74 279 121 537
　　　鹿本 690 436 0 16 0 0 110 562 282 1,145
菊池市菊池 2,234 6,177 12 143 48 15 306 6,701 6,186 8,261
　　　七城 21 91 4 2 2 5 23 127 88 318
　　　旭志 75 328 1 4 14 0 74 421 339 503
　　　泗水 201 521 1 7 5 13 141 688 540 976
宇土市 762 1,255 0 312 139 96 0 1,802 1,302 928
上天草市大矢野 1,838 3,560 125 146 144 48 1,515 5,538 2,770 4,983
　　　松島 126 132 0 0 0 1 13 146 74 64
　　　姫戸 516 504 0 0 271 125 0 900 3,005 504
　　　龍ヶ岳 200 598 0 0 0 116 0 714 1,740 465
宇城市三角 1,254 8,809 51 523 215 195 1,382 11,175 5,893 4,024
　　　不知火 153 416 31 57 29 8 161 702 757 559
　　　松橋 806 3,255 0 59 0 64 169 3,547 1,736 1,710
　　　小川 163 485 4 76 45 0 135 745 319 433
　　　豊野 774 2,899 36 38 43 54 341 3,411 3,425 1,141
阿蘇市 3,632 39,182 26 124 86 0 3 39,421 23,199 10,858
合志市合志 1,783 48,287 5 794 5,001 5,475 13,634 73,196 7,969 5,863
　　　西合志 605 6,906 0 0 562 468 1,327 9,263 2,008 3,410
美里町 913 8,194 0 74 21 0 617 8,906 4,992 4,173
玉東町 720 2,075 0 0 0 141 65 2,281 1,431 712
和水町 302 639 2 29 17 4 9 700 567 2,089
南関町 278 225 7 27 52 18 116 445 88 266
長洲町 1,194 4,552 3 102 21 21 1,018 5,717 2,362 2,656
大津町 296 4,189 56 871 237 112 98 5,563 5,563 704
菊陽町 458 584 19 0 69 112 419 1,203 904 3,146
南小国町 44 315 0 0 9 0 0 324 177 98
小国町 777 1,307 0 84 0 0 0 1,391 1,056 1,030
産山村 347 776 0 0 0 0 310 1,086 1,086 484
高森町 710 807 0 0 0 24 38 869 690 996
南阿蘇村 447 324 0 0 0 134 182 640 640 404
西原村 1,368 11,383 0 0 0 15 942 12,340 11,383 2,160
御船町 893 4,890 6 45 1 2 1,194 6,138 3,394 1,598
嘉島町 342 1,443 0 0 0 0 0 1,443 555 1,553
益城町 1,020 7,739 0 127 856 78 1,698 10,498 4,143 4,257
甲佐町 653 2,436 0 20 0 55 445 2,956 3,035 3,217
山都町 2,004 3,508 70 220 310 334 2,762 7,204 2,214 4,239
氷川町 460 904 0 75 0 0 558 1,537 4,739 545
芦北町 1,235 472 0 0 0 214 1,794 2,480 1,390 1,570
津奈木町 197 1,302 93 88 78 23 154 1,738 1,062 946
錦町 613 2,224 3 7 543 7 666 3,450 753 1,174
あさぎり町 289 2,096 0 5 13 4 64 2,182 843 633
多良木町 406 3,162 6 110 28 26 298 3,630 1,127 3,162
湯前町 463 2,076 0 3 9 9 2,097 740 1,850
水上村 91 154 0 0 31 1 0 186 388 187
相良村 16 56 0 0 0 0 0 56 19 100
五木村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
山江村 110 114 2 2 0 0 42 160 150 114
球磨村 160 803 0 21 5 30 159 1,018 836 1,919
苓北町 716 583 0 58 0 0 754 1,395 327 1,262

県　計 57,398 336,107 859 10,255 13,198 10,702 53,009 424,130 210,974 158,858

平成２９年度シルバーヘルパー活動状況　（市町村老連・支部）

市町村
老連名

シルバーヘル
パー実働人員

①

活　　動　　件　　数　　② 活　 動
実日数

③

対象者数

④
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- 1 -

平成２９年度

▼ シルバーヘルパー養成講座修了証交付状況

(単位：人)

平成２９年度 平成元年～平成２９年度(累計)

区 分

男 女 計 男 女 合 計

市 計 ２１５ ５１２ ７２９ ８，９５１ ２２，２５７ ３１，２０８

町村計 ８６ ２３８ ３２４ ３，２９０ １０，７１９ １４，００９

合 計 ３０３ ７５０ １，０５３ １２，２４１ ３２，９７６ ４５，２１７

▼ シルバーヘルパー指導者養成講座修了証交付状況

(単位：人)

区 分 平成２９年度 平成９年度～平成２９年度

交付数 交付数(累計)

市 計 － ３，１００

町村計 － １，７０５

合 計 － ４，８０５

話相手
在宅福祉等
の情報提供

家事援助
日常生活の移
動等介助援助

施設での
奉仕活動

ふれあいサ
ロン等活動

計

熊本市

八代市八代 4,980 15,252 40 247 180 36 2,460 18,215 9,225 4,884
人吉市 3,522 19,098 72 188 221 143 214 19,936 8,664 13,618
荒尾市 2,265 9,895 0 21 69 0 1,091 11,076 3,242 2,431
水俣市 821 16,537 15 195 76 264 8,117 25,204 2,611 5,016
玉名市中央 1,274 7,966 157 579 64 114 976 9,856 9,856 2,285
　　　岱明 401 1,867 3 17 1 11 315 2,214 2,214 954
　　　横島 288 588 3 0 0 3 127 721 1,084 390
　　　天水 230 586 1 6 15 5 23 636 636 423
天草市本渡 4,424 34,049 0 3,236 2,980 1,282 2,505 44,052 30,692 16,020
　　　牛深 1,832 18,954 0 252 0 106 1,749 21,061 12,619 6,131
　　　有明 642 2,904 0 119 153 305 463 3,944 3,190 1,765
　　　御所浦 41 206 0 93 129 0 265 693 159 141
　　　倉岳 571 1,059 0 186 134 268 265 1,912 707 772
　　　栖本 672 5,507 0 24 12 24 227 5,794 2,854 1,626
　　　新和 644 2,444 0 16 22 12 2 2,496 829 1,156
　　　五和 409 3,042 0 347 138 48 84 3,659 2,350 2,451
　　　天草 181 1,751 0 4 5 0 86 1,846 516 320
　　　河浦 60 640 0 416 80 24 80 1,240 617 201
山鹿市山鹿 185 400 3 31 14 6 150 604 502 4,348
　　　鹿北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　菊鹿 601 189 2 9 1 4 74 279 121 537
　　　鹿本 690 436 0 16 0 0 110 562 282 1,145
菊池市菊池 2,234 6,177 12 143 48 15 306 6,701 6,186 8,261
　　　七城 21 91 4 2 2 5 23 127 88 318
　　　旭志 75 328 1 4 14 0 74 421 339 503
　　　泗水 201 521 1 7 5 13 141 688 540 976
宇土市 762 1,255 0 312 139 96 0 1,802 1,302 928
上天草市大矢野 1,838 3,560 125 146 144 48 1,515 5,538 2,770 4,983
　　　松島 126 132 0 0 0 1 13 146 74 64
　　　姫戸 516 504 0 0 271 125 0 900 3,005 504
　　　龍ヶ岳 200 598 0 0 0 116 0 714 1,740 465
宇城市三角 1,254 8,809 51 523 215 195 1,382 11,175 5,893 4,024
　　　不知火 153 416 31 57 29 8 161 702 757 559
　　　松橋 806 3,255 0 59 0 64 169 3,547 1,736 1,710
　　　小川 163 485 4 76 45 0 135 745 319 433
　　　豊野 774 2,899 36 38 43 54 341 3,411 3,425 1,141
阿蘇市 3,632 39,182 26 124 86 0 3 39,421 23,199 10,858
合志市合志 1,783 48,287 5 794 5,001 5,475 13,634 73,196 7,969 5,863
　　　西合志 605 6,906 0 0 562 468 1,327 9,263 2,008 3,410
美里町 913 8,194 0 74 21 0 617 8,906 4,992 4,173
玉東町 720 2,075 0 0 0 141 65 2,281 1,431 712
和水町 302 639 2 29 17 4 9 700 567 2,089
南関町 278 225 7 27 52 18 116 445 88 266
長洲町 1,194 4,552 3 102 21 21 1,018 5,717 2,362 2,656
大津町 296 4,189 56 871 237 112 98 5,563 5,563 704
菊陽町 458 584 19 0 69 112 419 1,203 904 3,146
南小国町 44 315 0 0 9 0 0 324 177 98
小国町 777 1,307 0 84 0 0 0 1,391 1,056 1,030
産山村 347 776 0 0 0 0 310 1,086 1,086 484
高森町 710 807 0 0 0 24 38 869 690 996
南阿蘇村 447 324 0 0 0 134 182 640 640 404
西原村 1,368 11,383 0 0 0 15 942 12,340 11,383 2,160
御船町 893 4,890 6 45 1 2 1,194 6,138 3,394 1,598
嘉島町 342 1,443 0 0 0 0 0 1,443 555 1,553
益城町 1,020 7,739 0 127 856 78 1,698 10,498 4,143 4,257
甲佐町 653 2,436 0 20 0 55 445 2,956 3,035 3,217
山都町 2,004 3,508 70 220 310 334 2,762 7,204 2,214 4,239
氷川町 460 904 0 75 0 0 558 1,537 4,739 545
芦北町 1,235 472 0 0 0 214 1,794 2,480 1,390 1,570
津奈木町 197 1,302 93 88 78 23 154 1,738 1,062 946
錦町 613 2,224 3 7 543 7 666 3,450 753 1,174
あさぎり町 289 2,096 0 5 13 4 64 2,182 843 633
多良木町 406 3,162 6 110 28 26 298 3,630 1,127 3,162
湯前町 463 2,076 0 3 9 9 2,097 740 1,850
水上村 91 154 0 0 31 1 0 186 388 187
相良村 16 56 0 0 0 0 0 56 19 100
五木村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
山江村 110 114 2 2 0 0 42 160 150 114
球磨村 160 803 0 21 5 30 159 1,018 836 1,919
苓北町 716 583 0 58 0 0 754 1,395 327 1,262

県　計 57,398 336,107 859 10,255 13,198 10,702 53,009 424,130 210,974 158,858

平成２９年度シルバーヘルパー活動状況　（市町村老連・支部）

市町村
老連名

シルバーヘル
パー実働人員

①

活　　動　　件　　数　　② 活　 動
実日数

③

対象者数

④
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老人クラブ傷害保険・賠償責任保険について

１．最近の事故事例（傷害保険支払い事故：熊本県）

①グラウンドゴルフ大会中、５０ｍを小走りで移動中、
左膝がガクンとなり倒れ、立つ事も歩く事も出来なくなった。 （活動型加入）

②作業活動中に誤って道路脇の用水路に転落した。 （ 〃 ）

③ゲートボール場で準備中、ドアを開ける時に肩腰を脱臼した。 （ 〃 ）

④玄関を登るとき足を踏み外し、尻もちをついて負傷した。 （24時間型加入）

②みかんの木に登って剪定中、誤って崖の下の舗装道路の水路に落ち、
顔・胸・腕を骨折した。 （ 〃 ）

③横たわっていた犬を後ろから抱え上げようとしたら、
犬が驚き右手に噛みついた。 （ 〃 ）

２．活動中の事故概況 平坦な場所で転倒したケガが多いのが特徴。(H28)

〈活動の内容〉①スポーツ・健康づくり活動中 ４１％ ②クラブ運営中（集会、庶務等）
２２％ ③趣味・文化･レクレーション活動中 １６％ ④友愛活動中、ボラ
ンティア活動中 ７％ ⑤環境美化活動 ７％

〈ケガの原因〉①転倒 ７１％ ②その他、衝突、追突、接触 １０％

〈現場の状況〉①平らな場所 ５８％ ②階段等 １７％ ③坂道 １２％

〈ケガの種類〉①骨折 ３７％ ② 挫傷・打撲 ３１％ ③捻挫 １３％

〈事故の場所〉①道路上３８％ ②公共建物敷地内 ３１％ ③運動場公園 ２３％

※活動中以外の事故は、「私生活で買い物・散歩、炊事・洗濯・掃除、食事中、入浴中、就
寝中等の転倒・転落等｣が多い状況。

３．２8年度 保険金支払事故発生件数・保険金額(全国)

◆ 件数１2，311件 (１日あたり３4件)
① 活動中の事故 3，149件 (26％) うち死亡事故 8件
② 活動中以外の事故 9，162件 (74％) うち死亡事故 64件

◆ 保険金 約２億１，７６７万円 (１件あたり 約１７，６８１円)
(活動中の事故 約２５，１０８円)
(活動中以外の事故 約１５，１２９円)

４．県内加入者の状況 (３０年３月末)

①加入クラブ数 〔 ５７１／２，２４０(２５．５％)〕
②加入者数 〔１２，５７３／１１３，１２６(１１．１％)〕

上記のうち総合型（24時間型） ５，６３５人（４４．８％）

５．賠償責任保険 県内加入状況 (３０年３月末)

①加入クラブ数 〔 ６７／２２４０（３．０％） 〕
②加入金額 〔 ４３９，４００円 〕 全国：8，629，900円
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総数　A 加入数　B 総数　C 保険加入数D 活動型 総合型

熊本市 381 8 18,345 124 24 100 2.1% 0.7%
八代市 136 32 5,628 664 473 191 23.5% 11.8%
人吉市 60 39 3,336 1,488 812 676 65.0% 44.6%
荒尾市 25 2 1,272 217 210 7 8.0% 17.1%
水俣市 49 12 1,956 127 1 126 24.5% 6.5%
玉名市 86 13 5,269 491 259 232 15.1% 9.3%
天草市 222 60 10,702 1,194 669 525 27.0% 11.2%
山鹿市 90 21 4,413 338 133 205 23.3% 7.7%
菊池市 62 18 2,860 461 359 102 29.0% 16.1%
宇土市 32 18 1,381 381 147 234 56.3% 27.6%
上天草市 88 30 4,111 613 235 378 34.1% 14.9%
宇城市 136 60 6,660 1,225 670 555 44.1% 18.4%
阿蘇市 106 21 5,622 479 317 162 19.8% 8.5%
合志市 39 19 2,255 633 485 148 48.7% 28.1%
美里町 32 12 1,619 260 120 140 37.5% 16.1%
玉東町 11 4 604 62 33 29 36.4% 10.3%
和水町 22 4 651 144 135 9 18.2% 22.1%
南関町 11 1 486 34 0 34 9.1% 7.0%
長洲町 30 2 1,982 9 0 9 6.7% 0.5%
大津町 25 6 793 154 132 22 24.0% 19.4%
菊陽町 18 7 757 172 133 39 38.9% 22.7%

南小国町 17 15 450 270 69 201 88.2% 60.0%
小国町 28 9 1,604 188 82 106 32.1% 11.7%
産山村 4 4 305 86 1 85 100.0% 28.2%
高森町 11 0 431 0 0 0 0.0% 0.0%

南阿蘇村 35 4 3,113 63 14 49 11.4% 2.0%
西原村 23 16 980 182 63 119 69.6% 18.6%
御船町 39 6 3,177 97 25 72 15.4% 3.1%
嘉島町 13 3 933 96 93 3 23.1% 10.3%
益城町 26 13 1,609 206 19 187 50.0% 12.8%
甲佐町 37 6 1,465 69 30 39 16.2% 4.7%
山都町 59 15 4,280 295 232 63 25.4% 6.9%
氷川町 14 9 565 147 76 71 64.3% 26.0%
芦北町 45 11 2,195 148 30 118 24.4% 6.7%

津奈木町 17 1 785 30 30 0 5.9% 3.8%
錦町 18 6 773 232 194 38 33.3% 30.0%

あさぎり町 46 13 2,665 244 132 112 28.3% 9.2%
多良木町 30 12 1,214 265 200 65 40.0% 21.8%
湯前町 21 3 1,155 20 11 9 14.3% 1.7%
水上村 12 7 520 134 25 109 58.3% 25.8%
相良村 17 3 1,395 37 23 14 17.6% 2.7%
五木村 4 1 170 14 14 0 25.0% 8.2%
山江村 12 6 459 78 63 15 50.0% 17.0%
球磨村 16 6 814 160 151 9 37.5% 19.7%
苓北町 35 13 1,367 242 14 228 37.1% 17.7%

県　計 2,240 571 113,126 12,573 6,938 5,635 25.5% 11.1%

老人クラブ傷害保険加入状況（H30.3月末）

D/C市町村名
クラブ数 会員数

B/A
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老人クラブ会員章の普及について 
 

昭和５７年度からはじまった老人クラブ会員章の普及計画（全国老人クラブ活動資金等造

成計画）について、第７次計画から引き続き、第８次５か年計画として下記のとおり継続す

ることとされている。 

 

第８次全国老人クラブ活動資金等造成計画 

 

1. 趣旨 

昭和５７年度からはじまった基金等造成計画を継承し、老人クラブ活動の発展向上に資

するため、第８次５か年計画により全国老人クラブ会員による基金ならびに活動資金の

造成をはかる。 

 

２.期間 

平成３０年度から平成３４年度までの５年間 

 

３.実施方法 

① 目標額 当該年度予算において設定する。 

② 拠出額 会員ひとり1口１，０００円とし、1口以上とする。 

③ 都道府県・指定都市（以下県・市）老連は、県・市内の資金をとりまとめ、その５割

相当額を全老連に送達する。 

④ 拠出した会員には、会員章等を交付し、領収に代える。 

 

４.資金の使途と管理運用 

①  資金の使途 基金造成ならびに活動推進費。 

②  全老連は資金の中から諸経費を控除した額を別途管理運用する。 

③  県・市老連が受け入れる資金（５割相当額）は経費を除いて、県・市老連等の活動

推進費に充当する。 

 
 

従って1口１，０００円当たり 

 

市町村老連 ３００円 

県老連     ２００円 

 

        の活動推進費を受け入れることができます。 

全員が会員章を着用できるようにしましょう。 
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熊本県老人クラブ連合会が行う健康・生きがいづくり支援事業 
実 施 要 綱 

 

１ 事業目的 

    平均寿命がのびる中「健康な生活」を送るためには、健康寿命を長く保つことが重要

になります。そのためには健康管理や生活習慣に気を配りながら生きがいづくりをとお

した健康づくりが必要です。 

  市町村老人クラブ連合会の健康づくりへの取り組みを支援する事業を実施することに

より、元気な高齢者づくり、地域社会に貢献できる老人クラブづくりをすすめ、明るい

長寿社会の実現と保健福祉の向上に資することとします。 

 

２ 事業主体 

      熊本県老人クラブ連合会 

 

３ 事業内容 

 （１）「 健康・生きがいづくり支援事業推進委員会 」の設置 

      事業の効果的な推進を図るとともに、専門的な支援・協力体制を確保するため、

医療関係者、歯科医師会、栄養士会、健康運動指導士会、行政等で構成する委員会

を設置し、活動プランを策定する。 

 

 （２）「 健康づくりリーダー等」研修会の開催  

      市町村老人クラブ連合会等における健康づくりリーダー等を対象として学習の機

会としての研修会を開催する。 

        ・有識者（大学教授等）による研修会 

        ・健康運動指導士等による実技講習 

 

  （３）市町村老人クラブ連合会や単位クラブの役員等を対象としたブロック別研修会の

開催 

          ・「健康づくりに関する講演会」と市町村老人クラブ連合会や単位クラブで取り

組まれている活動事例の「活動実践報告会」 

     【研修課題例】 

        ・日頃の健康管理（運動・食生活・口腔ケア等）のあり方 

        ・歯の健康 

        ・転倒、事故防止対策 

 

 （４）高齢者向け体力測定の啓発・普及 

        ・健康づくりのためには、健康に関する正しい理解（学習）と、定期的な体力測

定や健康診断（点検）、よい生活習慣を身につけ、自分にあったバランスのよい

運動を行う（実践）ことが大切であり、そのために高齢者向け体力測定の啓発・

普及を図る。 

 

  （５）「健康ウォーキング」の支援事業 

        ・健康づくりの「実践」として「ウォーキング」の定期的な実施を通じて、運動

による健康づくりが生活習慣として定着するよう支援事業に取り組み啓発・普及

を図る。 

 

  （６）各市町村老人クラブ連合会・単位老人クラブで取り組まれている、健康づくり活

動の事例を広報し、県下の老人クラブへ健康づくり活動の啓発・普及を図る。 
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平成３０年度取り組みスケジュール計画（案） 

  ◎ 平成３０年度の「健康・生きがいづくり支援事業」は、健康に関する一般的知識と運動

習慣の定着、口腔ケア、食生活改善等を主眼として取り組む。 

 

①「健康・生きがいづくり支援事業推進委員会」の開催 

 ・第１回「健康・生きがいづくり支援事業推進委員会」平成３０年６月 ７日（木） 

 ・第２回「健康・生きがいづくり支援事業推進委員会」平成３１年２月１３日（水） 

②「健康づくり講演会」と「健康づくり活動実践報告会」 

ブロック別開催：７月～９月（日程調整中）      

        内 容： ①「健康づくり」、「口腔ケア等」、「栄養・食生活改善」について  

           ② 健康・生きがいづくり活動報告会（１例）                               

        講 師：外部講師及び内部講師                                        

        参加対象：単老会長・女性部長等 

    場 所：県北地区、中央地区 

③「健康ウォーキング講習会等」の開催                                               

       日  時：平成３０年１１月１５日（木） 

         会  場：県立総合体育館（中体育室） 

  内  容：①「健康ウォーキング」の講義と実技講習                     

          ②「体力測定等」研修会    

      講  師：①「ノルディック・ウォーキング」インストラクター（外部講師） 

② 健康づくり中央セミナー受講者（内部講師） 

         対  象：健康づくり推進員・体育部長・体力測定員等 

④「健康づくりリーダー等」研修会 

        日  時：平成３１年１月２５日（金） 

        会  場：県総合福祉センター 

        内  容：①「健康について（健康づくり、口腔ケア、食生活改善等）」 

         ②「運動による健康づくり」 

       講  師：①、② 外部講師 

        参加対象：健康づくりリーダー等 

⑤「健康づくり中央セミナー」参加 

        期  日：平成３１年２月２０日（水）午後～２月２２日（金）午前中 

会  場：全社協研修施設「ロフォス湘南」（神奈川県三浦郡） 

        内  容：①基礎講座「介護予防と老人クラブ」 

         ②専門講座「運動、栄養、医療、歯・口腔、薬等」 

③グループ学習  

        参加対象：県老連の健康づくり事業へ協力・支援できるリーダー等（１～２名） 
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    熊本県老人クラブ連合会が行う健康・生きがい 

    づくり支援事業推進委員会設置要綱  

 

（目 的） 

第１条 熊本県老人クラブ連合会（以下「県老連」という。）が行う健康・生 

きがいづくり支援事業の効果的な推進を図るとともに、専門的な支援・助言 

・協力体制を確保するため、「熊本県老人クラブ連合会健康・生きがいづく

り支援事業推進委員会」（以下「推進委員会」という。）を設置する。 

 

（業 務） 

第２条 推進委員会は、前条の目的を達成するため、次の事項に関して意見交 

換し、助言するものとする。 

  ① 重点活動プランの策定に関すること。 

  ②  研修会等の計画、立案、実施に関すること。 

  ③ 健康づくり活動事例集等の作成に関すること。 

  ④ その他事業推進に関すること。 

 

（構 成） 

第３条 推進委員会の委員は、別紙の者をもって構成する。 

２ 委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、推進委員会において議長として前条に掲げる事項等を協議する。 

４ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指定した委員がその職務を 

代理する。 

 

（任 期） 

第４条 委員の任期は、平成３３年３月３１日とする。ただし、欠員または増 

員により就任した委員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

 

（庶 務） 

第５条 推進委員会の庶務は、県老連事務局において処理する。 

 

（雑 則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、推進委員会の運営に関し必要な事項は 

別に定める。 

 

 附 則 

１ この要綱は、平成２１年６月２日から施行する。 

２ この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

３ この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

４ この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 
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平成３０年度「『高齢者の体力測定』啓発・普及事業」 

実 施 要 綱  
 

１．目 的 

    老人クラブが取り組んでいる「健康をすすめる運動」の推進では、「学習」、「実

践」、「点検」を柱としバランスの取れた展開が欠かせないところである。中でも「点

検」活動の一つとして、「体力測定」の普及は重要になっている。 

  そこで、県老連では市町村老連（支部等）を選定し体力測定会を実施して、全県的

に「高齢者の体力測定」の啓発・普及をはかっていくものとする。 

 

２．事業実施期間 

    平成３０年４月～３１年３月（単年度） 

 

３．実施内容 

（１）実施市町村老連（支部等）を選定 

     ・啓発・普及事業の実施を依頼する老連（支部等）２地区を選定する。 

 

（２）高齢者の体力測定の実施 

    ①体力測定の学習と測定員（リーダー、協力者）の養成を行う。 

   ②体力測定会の実施 

      ア 開催回数 年２回程度 

        ・健康づくり活動の効果・体力の状態を自己点検するため、概ね６ヶ月ごとに

測定会を実施する。 

     イ  対象者 老人クラブ会員及び参加を希望する非会員の高齢者 

        ・期間中継続的に参加してもらうことを前提とする。 

   ウ 対象者数 市町村老連（支部等）において決定する。 

 

（３）健康づくり推進員の活用 

   体力測定を実施するため、必要に応じ「健康づくり推進員」（全老連・健康づく

り中央セミナー修了者）の活用をはかる。 

 

４．留意事項 

（１）安全への配慮と関係者との連携 

  ①測定会参加者への周知 

      ・体調の自己管理に努め、持病や投薬などで参加に不安のある場合は、事前に医

師等と相談のうえ参加するよう周知をはかる。 

      ・測定会の趣旨をよく説明し、人と競うなどしないよう、健康管理の周知に努め

る。 

      ・事前に行う「ＡＤＬチェック」や「健康状態チェック」を参考に、参加の有無

を含めて無理をさせないよう配慮する。 

      ・測定にふさわしい服装、運動靴の着用（屋外・屋内用の区別）、靴下のみでの

測定の禁止など周知する。 
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    ②保健師等の指導・協力要請 

      ・本事業においては、原則として保健師等の協力を要請し、参加者の健康管理や 

   健康づくりへの助言・指導（測定会前後の健康学習会等）を得るよう努める。 

    ③測定会実施に向けた点検 

      ・安全かつ円滑な運営に向け、会場の広さ、用具の点検、役割分担、休憩時間の

設定、救急体制の確認を行う。 

 

（２）測定結果の活用 

    ①自分の体力保持に役立てる 

      結果をもとに日常生活を点検し、適度な運動を取り入れ体力の保持に役立てる。 
    ②クラブや老連の健康づくり活動に役立てる 

      測定結果を集計し、会員の体力の状態に合わせた健康づくり活動を実施する。 

    ③地域の健康づくりに役立てる 

      測定結果の特徴について関係者と話し合いの機会を持ち、地域の健康づくりに向

けた活用方法を検討する。 

 

（３）活動のＰＲ 

   地元のマスコミ（地方新聞等）自治体の広報への取材依頼や関係団体に対する情

報の提供を行い、老人クラブ活動をＰＲする機会として役立てる。 

 

５．支援内容 

    ・１老連（支部等）当たり２万５千円以内 

（１）支援事業費 

  〈対象経費〉 

      行事保険、講師謝金・旅費、資料（ハンドブック・手帳）、使用料及び借料等 

   注１：資料（ハンドブック 10 部・手帳 50 部）は現物給付 

   注２：飲食費を除く 

（２）体力測定用具を所有していない老連（支部等）には、県老連から貸し出す。 

 

６．実施報告書 

     事業が終了した場合には、領収書等を添えて別紙「事業実施報告書」を提出して

いただく。 
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平成３０年度 高齢者の「健康ウォーキング」支援事業  

実 施 要 綱     
 

１．目 的 

高齢者が元気で生きがいのある生活を送るためには、一人ひとりが自分の体力を知り、運

動の習慣を身につけ、体力の保持につとめることが必要である。そこで、誰もが気軽に参加

できる「ウォーキング」の定期的な実施を通じて、運動による健康づくりの定着を目指して

いく。 

また、本事業への参加を未加入の高齢者にも呼びかけ、地域高齢者の健康づくりに資する

とともに、老人クラブに対する理解を広げ、仲間づくりにつなげることを目指すものとする。 

   

２．実施主体 

本事業は、熊本県老人クラブ連合会が選定する支援地区により実施する。 

 

３．実施期間 

  平成３０年４月～平成３１年３月（単年度） 

    但し、支援地区においては、推進用具、資料の受領後から平成３１年２月末日までを実

施期間とする。                            

                                

４．実施事業 

 【支援地区／県内老連で２地区】 

  (1)実施内容 

   ①定期的な「健康ウォーキング」活動の実施 

   ②「健康ウォーキング学習会」の開催 

   ③活動のＰＲ、未加入者への声かけ 

    活動のＰＲにつとめ、老人クラブ未加入者へも参加を働きかける。 

  (2)すすめ方 

   ①実施計画の作成 

    「健康ウォーキング計画・報告用紙」により活動目標及び活動計画を作成 

   ②新規参加と継続参加に向けた工夫 

    季節に応じた活動やイベントを取り入れ、新しい人が参加しやすい雰囲気づくりや継

続して参加するために工夫する。 

例：ノルディック・ウォーキング、三世代ウォーキング、ウォーキング大会への参

加等 

   ③活動記録を活かす 

    「ウォーキング記録手帳」等を活用した活動展開     ＊（ ）は手帳ページ数 

     例 :歩数記録の集計・活用（P5）、ウォーキングポイント地図作り（P13）、     

思い出のウォーキングコース紹介（P15）等 
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  ④マスコミ、関係団体への活動ＰＲ  

   地元の自治体の広報への取材依頼や関係団体への情報提供、その他ＰＲ活動を展開 

   ⑤結果の報告と活用 

    ・取り組み結果を「健康ウォーキング報告」にまとめて、県老連に報告を行う。 

・活動結果をもとにクラブや老連の今後の健康づくり活動の展開に役立てる。 

  (３)推進教材、用具（別掲） 

    本事業の効果的な展開に向け、計画的に推進教材、用具の配布を行う。 

  (４)留意点 

    本事業の取り組みにあたり、安全な参加と運営に向けて次の点に留意する。 

①安全な参加に向けての周知 

 参加者に対して、運動にふさわしい服装、靴の着用、水分補給を始めとする体調の自

己管理、ウォーキング中の交通安全など、安全な参加を心がけるよう周知する。 

②関係団体との連携 

・地域包括支援センターとの連携をはかり、健康づくりへの指導・助言を得るよう努

める。 

 ・コースの安全確認及び緊急体制の確認 

   ③その他 

    万が一の事故に備えて「老人クラブ行事保険」に加入する。 

 

 【県老連】  

  (1)実施内容 

①支援地区の選定及び事業説明会の開催 

    市区町村老連を通じて支援地区を選定し、事業のすすめ方の説明及び用具等の配布を

行う。 

    ＊支援地区の要件 

 ・本事業の実施が可能な市区町村老連、校区老連、単位クラブ 

 ・選定時に 15 人程度の参加希望者があること。 

   ②支援地区に対する指導、支援 

    支援地区の取り組みを把握するとともに、健康づくり推進員やシニア･スポーツリーダ

ーを活用し、支援地区における円滑な事業の推進に向けた支援、指導を行う。 

   ③その他 

会報や会議、研修会等を通じた「健康ウォーキング」の推進、普及 
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推進用具・資料一覧（1 支援地区当り）    

 ■支援地区（主催者）用 

 

 

① ウォーキングハンドブッ

ク 

｢高齢者のための健康ウォー

キング｣ 

健康ウォーキングについての正しい知識と

普及に向けての活動の進め方について解説 

 

１０冊 

② 歩数計 コースの選定や参加時の歩数測定に使用し

たり、希望者への貸出し、健康ウォーキング

の推進に活用 

 

５０個 

③ ＰＲのぼり旗  

 

   

１枚 

 

■参加者用 

① ウォーキング記録手帳 参加記録や日常生活のウォーキング記録の

書き込み欄をはじめ、ウォーキングの正しい

姿勢、留意点を掲載 

 

５０冊 

② リーフレット 

老人クラブがすすめる「健

康ウォーキング」 

正しいウォーキングの姿勢や留意点につい

て紹介。健康ウォーキングの正しい理解に向

けて参加者に配布する 

   

５０部 

③ 事業の具体的な進め方に

ついて（三つ折） 

健康ウォーキングの推進に活用 

 

 

   

５０枚 

  ※配布数限りで、追加の対応はできない 但し、①については、有償（１部 160 円:送料

別）で頒布している 
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健康・友愛・奉仕

「全国三大運動」推進要綱

１．趣 旨

高齢期を楽しく、生きがいをもって、安心して暮らしていくためには、健康で自立し、

身近な仲間と支え合いながら、住みよい地域づくりを進めていくことが必要です。

老人クラブは、発足当初から「健康」「友愛」「奉仕」の活動に取り組んできました。

高齢者が人口の４人に１人を占め、人生 年時代を迎えた今日、老人クラブ活動に対

する社会的な期待は、ますます大きくなっています。

この要綱は、これまでの運動の成果を継承し、本格化する超高齢社会を明るく、豊かで

活力あるものにすることを目指して、高齢者自らが取り組む「健康」「友愛」「奉仕」の三

大運動の一層の推進を図ることを目的とします。

２．主 唱

全国老人クラブ連合会 都道府県・指定都市老人クラブ連合会

３．実施主体

単位老人クラブ 市区町村老人クラブ連合会

４．活動目標

（ ） 地域高齢者の健康づくり・介護予防活動

（ ） 在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動

（ ） 安全・安心の住みよいまちづくりを目指すボランティア活動

５．活動内容（例示）

（ ） 健康活動

○ 日頃の健康管理・正しい生活習慣の学習・実践（栄養・運動・休養、喫煙・飲

酒、病気・ねたきり・認知症の予防、歯・口腔の健康づくり、薬の使い方、医療

機関のかかり方、健康手帳やお薬手帳の活用、事故防止等）

○ いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニアスポーツの実施

○ 趣味・サークル活動の拡充、おしゃべり会の開催

○ 料理講習会・食事会の開催

○ 家庭内外での転倒しない環境づくり、ヒヤリ地図の作成

○ 健康診断・歯（口腔）の定期検診の受診促進、体力測定会の開催

○ 高齢者医療や介護保険など制度・施策の学習 など
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（ ） 友愛活動

○ 関係機関と連携した集いの場づくり（サロン、ふれあい喫茶、居場所の確保等）

○ 日常生活の困りごと支援（電球交換、ゴミ出し、物の移動、買い物等）

○ 情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・災害・避難などの情報）

○ ひとり暮らしや高齢者世帯への安否確認・声掛け・友愛訪問・話し相手・行事

等への参加呼び掛け

○ 認知症への正しい理解、権利擁護などの学習活動 など

（ ） 奉仕（ボランティア）活動

○ 全国一斉「社会奉仕の日」（ 月 日）の取り組み（下記参照）

○ 公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり

○ 資源回収・リサイクル活動

○ 高齢者施設におけるボランティア

○ 地域（子ども）見守りパトロール活動

○ 防犯・防災のための活動

○ 伝承や他世代交流

○ 高齢者や地域から期待される活動への支援 など

６．推進方法

（ ） 年間計画への位置づけ

運動は次の点に留意して、継続的・段階的に推進する。

① 「学習」「実践」「点検」の視点を計画に反映させる。

② 会員のみならず、地域の高齢者や他世代の参加を考慮する。

③ 活動が常に地域に開かれ、住民の理解と協力が得られるよう取り組む。

（ ）「老人の日・老人週間」における取り組み

月 日「老人の日」から 日までの「老人週間」の１週間を取り組みの重点期間と

し、高齢者の健康づくり・社会参加への意欲と姿勢を示す。

（ ） 他世代・地域団体・教育機関との連携

運動を地域に広げるため、他世代、地域団体、近隣の教育機関との連携に努める。

他 世 代：幼年、少年、青年、壮年

地域団体：自治会、町内会、子ども会、青年・女性団体など

教育機関：保育園、幼稚園、小中学校、高校、大学など

（ ） 専門職・関係機関との連携

運動を効果的に進めるため、専門職、関係団体との連携に努める。

専 門 職：医師、歯科医師、薬剤師、保健師、看護師、栄養士、体育指導員、民生

委員、ホームヘルパーなど
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関係機関：行政、社会福祉協議会、医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、栄

養士会、保健センター、地域包括支援センター、老人保健・福祉施設な

ど

全国一斉「社会奉仕の日」の取り組み要領

 
１．経 緯

・昭和 年度 神奈川県・横浜市・川崎市老連において、敬老の日（当時 月 日）に

感謝する「社会奉仕の日」を 月 日に設定し、一斉奉仕活動を実施。

・昭和 年度 活動が全国 数県に波及する。

・昭和 年度 全老連において全国三大運動の一つとして、一斉奉仕活動「社会奉仕の

日」を実施することを決定。

・平成５年度 「花のあるまち、ゴミのないまち」をスローガンに掲げる。

・平成 年度 「環境にやさしい活動」を加え、「きれいな地球を子どもたちへ」を新た

なスローガンとする。

・平成 年度 全国三大運動（健康・友愛・奉仕）の推進要綱を統合したことに伴い、

老人クラブ「社会奉仕の日」要領を見直すこととする。

２．趣 旨

経緯のとおり、「社会奉仕の日」（ 月 日）は、多くの老人クラブで取り組まれてい

た奉仕活動を、全国一斉に実施することにより、地域社会に対する感謝と地域の担い手

としての活力を示そうと全国運動として提唱してきました。これまでの経験を生かして、

地域団体や住民の協力しながら、地域の緑化、美化、資源ゴミのリサイクル等の活動を

中心に、幅広いボランティア活動として取り組むものです。

 
３．実施期日

月 日 全国一斉の実施日とする（可能な限り、「老人週間」内で実施する）。 
 
４．主唱・実施主体・活動内容・推進方法

 「全国三大運動」推進要綱に同じ。 
なお、実施の際は、のぼり旗や腕章により、老人クラブの活動であることを明らかに

するように配慮する。 
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「全国三大運動」の歩み

昭和 年 老人クラブ初めての全国運動「病にかからぬ運動」スタート（運動の重点に
健康の保持・増進、老人医療の正し受け方の推進、友愛活動の推進を掲げる）。

昭和 年 第 次「健康をすすめる運動」（３カ年）スタート（「病にかからぬ運動」を
改称。実践課題に健康学習、健康管理、健康増進、事故防止、友愛活動を掲げ
る）。

神奈川県・横浜市・川崎市老連において、 月 日を敬老の日に感謝する「社
会奉仕の日」に設定し、一斉奉仕活動を実施（翌 年に活動が全国 数県に
広がる）。

昭和 年 「健康をすすめる運動」に友愛活動（「健康をすすめる運動」から独立）と一
斉奉仕活動「社会奉仕の日」（ 月 日）を加え、全国三大運動スタート。

昭和 年 第２次「健康をすすめる運動」（３カ年）スタート（実践課題に健康学習と調
査、健康管理、健康増進、事故防止を掲げる）。

平成２年 第３次「健康をすすめる運動」（３カ年）スタート（実践課題に「ねたきりゼ
ロ運動」の推進、シニア・スポーツの普及、事故防止を掲げる）。

平成４年 全老連創立 周年記念全国運動として、「在宅福祉を支える友愛活動」を推進。

平成５年 第４次「健康をすすめる運動」（３カ年）スタート（実践課題に長寿社会にふ
さわしい「健康観」の普及、「ねたきりゼロ運動」の推進、シニア・スポーツの
普及、事故防止を掲げる。）
「社会奉仕の日」のスローガンに“花のあるまち、ゴミのないまち”を掲げる。

平成６年 全国共通の発展計画「老人クラブ 世紀プラン」において、全国 万人友
愛活動員の組織化、 万人参加「社会奉仕の日」の取り組みを目標に掲げる。

平成７年 「在宅福祉を支える友愛活動」要綱を「話し相手」を基本に改定。

平成８年 第５次「健康をすすめる運動」（６カ年）スタート（実践課題に「『ねたきり
ゼロ』の か条」の推進、「いきいきクラブ体操」「健康ウォーキング」「各種
シニア・スポーツ」の普及、「高齢者事故死ゼロ」へのチャレンジを掲げる）。

平成 年 第６次「健康をすすめる運動」（５カ年）スタート（実践課題に「高齢者の世
紀」にふさわしい健康観の普及、地域において活動を推進する「健康づくりリ
ーダー」の設置・養成、健康づくりや病気・ケガ・ねたきり・認知症の予防に
資する学習・実践、老人医療・介護保険など制度に関する学習・実践を掲げる）。
「改訂『老人クラブ 世紀プラン』」において、１クラブ１友愛チームづくり
の推進を目標に掲げる。

平成 年 第７次「健康をすすめる運動」（７カ年）スタート（実践課題に健康づくりの
輪を広げる、介護予防の輪を広げるを掲げる）。

平成 年 老人クラブ「社会奉仕の日」要領に「環境にやさしい活動」を加え、スロー
ガンを“きれいな地球を子どもたちへ”に変更する。

平成 年 「健康をすすめる運動」「在宅福祉を支える友愛活動」「老人クラブ『社会奉仕
の日』」の要綱・要領を本運動要綱に統合する。

平成 年 介護保険制度の改正に伴い市町村ごとに取り組まれる「新地域支援事業」への
参画をめざして「新地域支援事業に向けての行動提案」を決定。
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1 
 

老人クラブ「老人の日・老人週間」推進要綱
月 日は わが国老人福祉の記念日（原点）です

～仲間と集い、高齢者の元気な姿を示そう！～ 
 
１．趣 旨

「老人の日・老人週間」は、国民の間で広く老人の福祉についての関心と理解を深める

とともに、老人に対し自らの生活の向上に努める意欲を促すために制定されました。 
月 日の「老人の日」から 日までの「老人週間」の期間中、内閣府、厚生労働省

をはじめ、福祉・医療関係団体が主唱して、全国的なキャンペーンを展開しています。 
この取り組みは、「老人の日・老人週間」制定の趣旨を踏まえ、キャンペーンに呼応して、

老人クラブが展開する「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動を中心とした活動をとおし

て、健康づくりと社会参加への高齢者の意欲と姿勢を示そうとするものです。 
 
２．主 唱

全国老人クラブ連合会 都道府県・指定都市老人クラブ連合会 
 
３．実施主体

単位老人クラブ 市区町村老人クラブ連合会 
 
４．推進期間

月 日「老人の日」から 日までの「老人週間」の１週間 
 
５．実施内容

「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動の取り組みを中心として、高齢者の意欲と姿勢を

地域社会に示すものとする（別添「『全国三大運動』推進要綱参照」）。

６．推進方法

（ ） 自主的・主体的な取り組み 
① 単位老人クラブ、市区町村老人クラブ連合会 

○ それぞれのクラブ・地域の状況に合わせて、自主的に企画を立てて取り組む。 
○ 月 日「老人の日」から 日までの「老人週間」の間に実施する。 

（地域の状況に応じて、その前後に実施しても差し支えないものとする。） 
○ 老人クラブ以外の地域の高齢者にも参加を呼び掛け、仲間づくりの拡大に努める。 
○ 「老人の日・老人週間」の周知・普及を図るとともに、高齢者の積極的な行動姿

勢をアピールするため、のぼり・腕章・ユニフォーム・会員章等を活用する。 
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② 都道府県・指定都市老人クラブ連合会、全国老人クラブ連合会 
○ 内閣府、厚生労働省、福祉・医療関係団体が主唱する全国的なキャンペーン運動

に呼応して、「老人の日・老人週間」の周知・普及に努める。 
○ 事前に組織内の単位クラブおよび市区町村老人クラブ連合会の先駆的な取り組み

を把握し、テレビ・新聞等のマスコミに対しＰＲ活動を行う。 
○ 実施後、会報等をとおして優良事例の紹介を行う。 

（ ） 関係団体との連携・協力 
主唱・協力団体をはじめとする各段階の関係機関・団体との連携を図るとともに、地

域住民や各世代の理解・参加が得られるよう取り組みを進める。 
 
 
 
 

「老人の日・老人週間」制定と取り組みの経緯

昭和 年 兵庫県野間谷村（現 多可町）で、 月 日に敬老行事が開催される。

昭和 年 兵庫県、 月 日を「としよりの日」に定め、県民運動を展開。

昭和 年 中央社会福祉協議会（現 全国社会福祉協議会）、第１回「としよりの日」運

動を実施（ 月 日を「としよりの日」、同 日までの１週間を運動週間とし

て推進）。

 
昭和 年 第２回「としよりの日」運動の行事実施要綱において、「老人クラブづくり」

が掲げられる（運動名称は「としよりの日・としよりの福祉週間」となる）。

昭和 年 老人福祉法に「老人の日」が定められる（昭和 年から運動名称は「老人の

日・老人週間」に改称）。

昭和 年 「老人の日」が「敬老の日」として国民の祝日となる（運動名称は「敬老の

日・老人福祉週間」に改称。その後、平成 年に「敬老の日・老人保健福祉週

間」に改称）。

平成 年 老人福祉法の改正により、 月 日が「老人の日」、同 日までの１週間が

「老人週間」に制定される。

老人クラブ、「老人の日・老人週間」の制定を記念して、推進要綱を策定して

全国運動を開始。

平成 年 国民祝日法の改正により、「敬老の日」が 月の第３月曜日となる。

平成 年 老人クラブ、推進要綱を一部改定。

平成 年 老人クラブ、推進要綱を一部改定。
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１、活動実施報告数

参加クラブ数 参加会員数

２、具体的な活動内容（箇条書き）

参加クラブ（地区） 実施日 参加人数

※写真、資料がある場合は添付して下さい。

１１⽉  日（ ）締切

⽼人クラブ「社会奉仕の日」実施報告書

市町村⽼連名

環境にやさしい活動美化活動

 市町村⽼連または単位クラブの活動事例を紹介してください。
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公益社団法人熊本県老人クラブ連合会表彰規程 

 

 

（趣 旨） 

第１条 老人クラブの育成発展のため、多年にわたり老人クラブ活動に功績のあっ 

た個人及び団体に対し、公益社団法人熊本県老人クラブ連合会長（以下「県老

連会長」という）が表彰を行うものとする。 

 

（表彰の方法） 

第２条  表彰は表彰状、又は感謝状を贈呈して行う。 

 

（表彰該当の資格） 

第３条 市郡町村老人クラブ連合会長、市町村老人クラブ連合会支部長等、地区（校 

区）老人クラブ連合会長及び単位老人クラブ会長並びに当該会長の経験を有す

るものでその功績が顕著であり、他の模範と認められ在職期間が通算して次の

各号に該当するものであること。 

 (1) 市郡老人クラブ連合会長５年以上の者。 

 (2) 町村老人クラブ連合会長、市町村老人クラブ連合会支部長等及び地区（校区）    

老人クラブ連合会長５年以上の者。ただし、１号の表彰を受けた者を除く。 

 (3) 単位老人クラブ会長５年以上の者。ただし、１号、２号の表彰を受けた者を    

除く。 

 (4) 市郡町村老人クラブ連合会、市町村老人クラブ連合会支部等及び地区（校

区）老人クラブ連合会の女性副会長５年以上の者。又はこれに準ずるもの。 

 (5) 市郡町村老人クラブ連合会及び市町村老人クラブ連合会支部等において女性    

部長在職５年以上の者、又はこれに準ずる者。ただし、４号の表彰を受けた者

を除く。 

 

（優良老人クラブ連合会表彰等） 

第４条 市郡町村老人クラブ連合会、市町村老人クラブ連合会支部等、地区（校区） 

老人クラブ連合会及び単位老人クラブにおいて、その運営及び活動内容が他の

模範と認められる連合会、支部等及びクラブ。 

 

（特別表彰） 

第５条 第３条の規程にかかわらず、次の各号に該当するものは、表彰することが で

きる。 

１(1) 地域社会の発展に寄与し友愛活動、又はこれに準ずる活動において他の模範   

と認められる者。 
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 (2) 県市郡町村老人クラブ連合会及び市町村老人クラブ連合会支部等の事務で、

老人クラブ業務に貢献しその功績が特に顕著であり、他の模範と認められる者

で、その在職期間が通算して５年以上の者。 

２   市町村老人クラブ連合会及び市町村老人クラブ連合会支部等において４月

１日現在で対前年５％以上の会員増、又は概ね５０人以上の会員を増加した連

合会及び支部等。 

３   その他、正副会長会議で特別表彰が適当と認められた団体及び個人。 

 

（感謝状の贈呈） 

第６条 多年にわたり熊本県老人クラブの育成発展に寄与し、その功績が顕著な団 

体及び個人に対し随時行うものとする。 

 

（候補者の推せん） 

第７条 市郡町村老人クラブ連合会長は、この規程に基づく表彰の候補者を県老連 

会長に推せんするものとする。 

 

（表彰の決定） 

第８条 この規程に基づく表彰は、会長が公益社団法人熊本県老人クラブ連合会正 

副会長会議の意見に基づき決定する。 

 

（表彰の時期） 

第９条 表彰は毎年１回これを行う。 

 

 

  附 則 

（施行期日） 

 １ この規程は、公益社団法人熊本県老人クラブ連合会の設立の登記の日から施

行する。 

 

 

（経過措置） 

   当分の間、合併前の旧町村老人クラブ連合会会長と支部長等の在職期間は通   

算して取り扱う。 
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印

表彰区分 所属老人クラブ名 氏　　　名 年齢 就任年月日 退任年月日 年数

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

　  年　 月　 日 　  年　 月　 日

 　表彰区分

　 　※　所属老人クラブ名の欄は、表彰区分に該当の所属クラブ名を記入する。

　 　※　氏名欄記入について、姓名の漢字に誤りがないように注意をすること。

４　市郡町村・地区（校区）老連女性副会長

　　　　（　　　　　　　　　支部・分会）

（別記第1号様式）第3条関係

熊本県老人クラブ連合会会長表彰推薦書

　　　　　　　　　　市郡町村老人クラブ連合会長

　　　　 例）推薦する表彰区分が「校区老連会長」の場合 → 所属老人クラブ名は「○○校区老連」

５　市郡町村老連女性部長

平成　　　年　　　月　　　日

１　市郡老連会長

２　町村地区（校区）老連会長

３　単位クラブ会長　　　
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（別記第３号様式）第４条関係 
                          

優良老人クラブ連合会等表彰推薦書 
                      

    平成  年  月  日 

         市郡町村老人クラブ連合会長          印 

（      支部・分会） 
 

クラブ名  
設 立 

年月日 

昭和・平成  年  月  日 

（    年  月） 

会 長 名  会員数 
男 

女        計 

加入率 

    ％ 

役  員 
              男   名                        男   名   男  名 
 会長１名・副会長   ・書記   名・会計   名・理事    ・監事 
              女   名                        女   名   女  名 

予  算 

会  費 

予算総額 

円 

会費一人あたり 

年額              円 

例会・行事 例会年             回  出席率               ％ 

表
彰
に
足
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
内
容 

社会奉仕活動  

生きがいを高める 
ための各種活動 

 

健康づくりに 
かかる各種活動 

 

その他の活動  

参考事項 

・クラブ運営の組織（該当するものを○で囲んでください） 

   部編成（教養部・保健部・体育部・文化部・奉仕部・女性部・シルバー部） 

   趣味編成（手芸・書道・将棋・囲碁・踊り・盆栽・俳句・短歌・狂句・詩吟） 

   班編制（第１班～第  班） 

・クラブの特色：  

添付資料 
①会則 ②事業計画 ③収支予算 ④活動日誌写 ⑤会計簿写 ⑥会報 

⑦活動記録写真 ⑧その他 

 
※ 氏名欄記入について、姓名の漢字に誤りがないように注意をすること。 
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（別記第２号様式その１）第５条１項関係 

 

特別表彰友愛活動等推薦書 
        

平成   年   月   日  
           

市郡町村老人クラブ連合会長           印 
（      支部・分会） 

 

所属老人 
クラブ名 

 

氏  名 
             男 

             女 
年 齢  

単老及び 
老連に 
おける 
役職経験 

期  間 

年 数 
表彰に該当すると思われる功績 

（箇条書、具体的に記入） 就任 
年月日 

退任 
年月日 

     

 

 

特別表彰事務局職員推薦書 
        

平成   年   月   日  
           

市郡町村老人クラブ連合会長          印 
（      支部・分会） 

氏  名 年齢 就任年月日 退任年月日 年数 

  年  月  日 年  月  日  

 
※ 氏名欄記入について、姓名の漢字に誤りがないように注意をすること。 
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（別記第２号様式その２）第５条３項関係 
  

特別表彰〔特別功労〕推薦書 
 

    平成  年  月  日 

        市郡町村老人クラブ連合会長           印 

（      支部・分会） 
 

所属老人 
クラブ名 

 

氏 名 
               男 

               女 
年 齢  

単老及び 
老連に 
おける 

役職経験 

期   間 

年 数 
表彰に該当すると思われる功績 

（箇条書、具体的に記入） 就任 
年月日 

退任 
年月日 

老人クラブ連
合会（老人ク
ラブ）におけ
る、老人クラ
ブの育成功労
並びに地域福
祉の向上に貢
献した功績 

 

    

 
  ※ 氏名欄記入について、姓名の漢字に誤りがないように注意をすること。 
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（別記第４号様式）第６条関係 
                     

熊本県老人クラブ連合会長感謝状推薦書 
                

    平成  年  月  日 

         市郡町村老人クラブ連合会長           印 

（      支部・分会） 
 

団体名又 

は個人名 

 

年 齢 

（個人の場合） 

団
体
の
場
合 

代表者 

氏 名 

 

老人クラブ 
連合会（老 
人クラブ） 
に対する協 
力、援助及 
び育成発展 
に尽くした 
功績 

具体的内容について（箇条書） 

 

備  考 

 

 
※ 氏名欄記入について、姓名の漢字に誤りがないように注意をすること。 
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熊本県老人クラブ連合会表彰の該当者報告について 

 

  
 

 熊本県老人クラブ連合会会長表彰規程第３条、第４条、第５条、

第６条に関しての推薦にあたっては、該当がありませんので報

告します。 

 

 

 

 

 公益社団法人熊本県老人クラブ連合会 

    会 長  松 田 正 邦 様 

 

 

 

                      平成  年  月  日 

 

                              市郡町村老連会長    印 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 FAX番号  ０９６-３５１-８０２９ 
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寿詞贈呈対象者報告について 

 

 

１ 寿詞贈呈対象者 

①   熊本県内の老人クラブ会員で、当該年の１２月３１日で満９５歳に達する者。 

  ※今年度は大正１２年の１月１日～１２月３１日に生まれた方が対象です。 

②   前年度に申請漏れがあった者。 

 

２ 寿詞贈呈の要領 

①   熊本県老人クラブ連合会長名を以って、寿詞状を関係市町村老人クラブ連合

会及び支部等に送付する。 

②   市町村老人クラブ連合会長及び支部等の長は、県老人クラブ連合会長に代わ

って伝達するものとする。 

③   前年度までの被贈呈者は該当しないものとする。 

④  当該年の贈呈対象者の申請は、６月７日(木)までとする。 

   （支部等から所属市老連への提出は５月３１日(木)までとする。） 

 

３ 報告様式 ……… 別紙 

 

４ 記入上の注意 

氏名については、誤字のないようはっきりと記入のこと。 

   例えば 部首の例 草かんむり（ 艹 ・ 艹・艹 ） しんにょう（ 辶 ・ 辶 ） 

崎 - 﨑  高 - 髙  島 - 嶋 嶌  真 - 眞  静 – 靜 靜 

     富 - 冨  徳 - 德  辺 - 邉 邊  禮 - 禮  浜 - 濱 濵 

広 - 廣 廣   斉 - 斎 齊 齋  エ - ヱ ゑ  等  
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平成３０年度

№ 市町村名 氏　　名
フ リ ガ ナ

生年月日 性別 単位クラブ名

平成　　　年　　　月　　　日

　※この報告書に基づき、寿詞状を作成しますので、必ずご確認ください。

                            老人クラブ連合会

会長　　　　　   　　　　　　　　　㊞

寿詞贈呈対象者報告書（大正１２年生まれ対象）
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県
老

連
に

お
け

る
主

な
照

会
文

書
等

の
照

会
時

期
及

び
提

出
締

切
日

等
に

つ
い

て

(例
年

ベ
ー

ス
）

市
老

連
郡

老
連

町
村

老
連

支
部

等

○
-

○
○

 シ
ル

バ
ー

ヘ
ル

パ
ー

活
動

状
況

報
告

4
月

中
旬

前
年

度
２

月
末

○
○

○
-

 市
郡

町
村

老
人

ク
ラ

ブ
事

務
担

当
者

調
べ

４
月

末
日

4
月

1
日

○
○

○
○

 熊
本

県
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
会

長
表

彰
の

推
薦

に
つ

い
て

６
月

上
旬

4
月

1
日

○
-

○
-

 単
位

ク
ラ

ブ
数

及
び

会
員

数
の

調
査

に
つ

い
て

５
月

中
旬

4
月

1
日

○
○

○
-

 市
郡

町
村

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

会
長

の
交

替
に

伴
う

 代
表

者
変

更
届

に
つ

い
て

速
や

か
に

4
月

1
日

○
○

○
○

 老
人

ク
ラ

ブ
名

簿
の

作
成

に
つ

い
て

６
月

上
旬

４
月

１
０

日
頃

○
-

○
○

 寿
詞

贈
呈

対
象

者
の

調
査

に
つ

い
て

６
月

上
旬

４
月

１
０

日
頃

○
○

-
-

 九
州

ブ
ロ

ッ
ク

老
人

ク
ラ

ブ
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

の
開

催
に

つ
い

て
５

月
下

旬
４

月
１

０
日

頃
(開

催
月

日
に

よ
っ

て
異

な
る

）

○
○

○
○

 市
郡

町
村

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

事
務

担
当

者
研

修
会

の
開

催
に

つ
い

て
５

月
中

旬
４

月
下

旬

○
○

○
○

 シ
ル

バ
ー

ヘ
ル

パ
ー

養
成

講
習

会
等

の
実

施
に

つ
い

て
-

５
月

下
旬

○
-

○
○

「
老

人
ク

ラ
ブ

手
帳

」
の

注
文

取
り

ま
と

め
に

つ
い

て
８

月
中

旬
６

月
中

旬

○
-

○
○

 全
国

三
大

運
動

及
び

「
老

人
の

日
・

老
人

週
間

」
の

取
り

  
組

み
推

進
並

び
に

「
老

人
の

日
・

老
人

週
間

」
の

キ
ャ

ン
  

ペ
ー

ン
要

綱
に

つ
い

て
１

１
月

中
旬

７
月

中
旬

○
-

○
○

「
老

人
ク

ラ
ブ

活
動

日
誌

」
「

老
人

ク
ラ

ブ
会

計
簿

」
の

発
行

及
び

受
注

に
つ

い
て

１
２

月
中

旬
１

０
月

中
旬

照
　

会
　

先

照
　

　
会

　
　

内
　

　
容

提
出

締
切

日
照

会
時

期
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平成３０年度 県老連行事予定表 

 

月 日（曜） 
県  老   連 

行   事 会 場 

4 
20（金） 

26（木） 

県老連監査及び正副会長会議 

県老連広報委員会 

第 4 会議室 

第 4 会議室 

5 

11（金） 

17（木） 

30（水） 

県老連理事会 

県老連女性委員会 

県老連総会 

研修ホール 

第 4 会議室 

研修ホール他 

6 

７（木） 

 

12（火） 

 

  

県老連健康づくり推進委員会 

市町村老連事務担当者研修会 

※市町村老連新任会長及び女性リーダー等研修会 

※シルバーヘルパー養成講習会 

（以上 6 月末～9 月末） 

第 1 会議室 

研修ホール 

 

7 
27（金） 

31（火） 

県老連正副会長会議 

健康づくり中央ブロック研修会（熊本市地区） 

第 4 会議室 

熊本市民会館 

８ 中旬 健康づくりブロック別研修会 未定 

９ ４（火） 元気老人クラブ活動広報推進事業研修会 KKR ホテル 

10 

５（金） 

17（水） 

 

26（金） 

31（水） 

県老連広報委員会 

第 34 回熊本県老人クラブ大会／熊本地震復興祈念事

業 

シルバーヘルパー指導者講習会（県央） 

シルバーヘルパー指導者講習会（県南） 

第 4 会議室 

県立劇場 

 

研修ホール 
八代ハーモニホール 

11 

2（金） 

7（水） 

１５（木） 

シルバーヘルパー指導者養成講習会（県北） 

シルバーヘルパー指導者養成講習会（天草） 

健康ウォーキング等研修会 

研修ホール 

天草市民センター 

県立体育館 

12 
 

 

  

1 
25（金） 

31（木） 

健康づくりリーダー等研修会 

県老連活動積立金管理運営委員会 

研修ホール 

第 4 会議室 

2 

13（水） 

21（木） 

26（火） 

県老連健康づくり推進委員会 

県老連正副会長会議 

県老連女性委員会 

第 1 会議室 

第 4 会議室 

第 4 会議室 

3 7（木） 県老連理事会 研修ホール 
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